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75

vol.
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連載

＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
第6回

「DMO経営」に求められること
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
建築家

隈研吾
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
鹿児島県

椿油

じゃらんリサーチセンター  ×
ブログウォッチャー共同研究
市場によって周遊ルートはどう違う？

地図で読み解く
インバウンド
地方分散研究
王道からおすすめ穴場温泉地まで
発表！ じゃらん人気温泉地
ランキング２０２４

選ばれる温泉地

オーバー
ツーリズムとの
向き合い方

住民の３つの「不」から考える

じゃらんリサーチセンター × 東京観光財団 × 台東区　
共同研究
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。

お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

じゃらんリサーチセンター

私たちの活動領域

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調
査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実
験し、具体的な手法や需要の開発にチャレンジしてい
ます

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、JRC（じゃ
らんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく広く世
の中に発信していきます

○調査・分析　   ○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発
信→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しな
がら、地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っ
ていきます
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＼先進事例に成功のヒントあり／

持続可能
な「DMO

経営」学

第3回

空き家再生による

観光まちづくり術

知りたかったあのキーワードを

詳しく解説

とーりま的ピックアップNEWS

月は東に
、日は西に

今号のテーマ

リスキリング

Nostalgic but Innovative

ちょっと
気になる

おみやげ
手帖

青森県

津軽こぎん

「次世代
旅館・ホ

テル経営
者育成プ

ログラム
」から

見えてき
た

経営者の
人生と事

業を

劇的に変
える

Beの
 リーダーシップ力

東京観光財団（TCVB）共同研究

「インバウンド旅行者を誘客促進するための

サステナブル・ツーリズム研究」より

サステナブル・

トラベラーを

呼び込むために

発信すべ
き7つの

こと

「LGBT等のセクシュアルマイノリティ

対応の研究」より

誰もが楽
しめる旅

に向けて

LGBTの旅の

困りごと
前編：調査編
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＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
第4回

「観光地」でなくとも人を呼べる！
研修プログラム開発

価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像
株式会社集英社　週刊ヤングジャンプ編集部　
編集主任  『ゴールデンカムイ』担当編集

大熊八甲
Nostalgic but Innovative

ちょっと気になるおみやげ手帖
佐賀県

丸ぼうろ

「じゃらん宿泊旅行調査2023」より

コロナでどうなった？

国内旅行の
ビフォー／アフター

「LGBT等のセクシュアルマイノリティ
対応の研究」より

誰もが楽しめる旅に向けて

LGBTの旅の
困りごと
後編：事例編

「インバウンド都道府県ポジショニング研究」より

地域ごとの特性や注目度を把握し、
マーケティング戦略の解像度を上げる！

戦略的自己分析の
ススメ
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連載
＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
第5回
自ら創れ！地域の起爆剤となる
食・買・泊の自主事業価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像写真家／会社員toshibo
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
山形県
ふうき豆

静岡大学共同研究「キャリア教育に余暇の過ごし方の
視点を取り込んだ教育プログラム開発」他旅は人生の「必修科目」？旅と教育

「帰る旅」プロジェクトレポート2023
旅人と地域の関係性を拡張せよ！
「帰る旅」がもたらす新たな旅の形とは

子
ど
も
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で
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創
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「
数
」の
み
を
警
戒
す
る
の
で
は
な
く 

合
理
的
な
対
策
を
行
う
た
め
に

　コ
ロ
ナ
禍
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
解

除
さ
れ
、
訪
日
旅
行
も
ほ
ぼ
回
復
。
各
地

に
再
び
多
く
の
旅
行
者
が
戻
り
つ
つ
あ
る

中
、
政
府
か
ら
は「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
未
然
防
止
・
抑
制
に
向
け
た
対
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
前
に
一
部
で
起
こ
っ
て
い
た
よ
う
な

問
題
を
警
戒
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
旅
行
者
が
集
中
し
て
生
活

環
境
が
悪
化
す
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
。

と
は
い
え
、
対
症
療
法
的
な
施
策
で
は
根

本
的
解
決
に
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
、
必

要
以
上
の
警
戒
で
せ
っ
か
く
戻
り
つ
つ
あ

る
客
足
に
歯
止
め
を
か
け
て
し
ま
う
の
は
、

地
域
と
し
て
も
本
意
で
は
な
い
は
ず
だ
。

　適
正
な
対
処
の
た
め
に
は

ま
ず
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
問
題
の
本
質
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
。

　国
内
外
の
地
域
を
見
渡
す

と
、
旅
行
者
が
集
中
し
て
い
て
も
問
題
が

顕
在
化
し
て
い
な
い
地
域
も
存
在
す
る
。

つ
ま
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
単
純

な「
数
」
の
問
題
で
は
な
い
の
で
は
な
い

か
？
こ
う
し
た
着
眼
点
か
ら
じ
ゃ
ら
ん
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
で
は
、
日

本
有
数
の
観
光
地
、
浅
草
を
擁
す
る
台
東

区
を
対
象
と
し
た
研
究
を
実
施
。
本
記
事

で
は
、
研
究
を
通
じ
て
見
え
て
き
た「
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
」
に
つ
い
て

紹
介
し
、
望
ま
し
い
対
策
の
方
向
性
を
示

し
た
い
。
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　日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
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の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
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け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
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ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
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道
」「
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ロ
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の
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」
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行
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コロナ禍を経て、旅行者を迎えるありがたさを実感した今、
「旅行者が訪れすぎること」をどの程度警戒するべきなのか？
東京観光財団、台東区との研究から

「オーバーツーリズム」の本質を探る。
イラスト／武曽宏幸

住民の３つの「不」から考える

じゃらんリサーチセンター × 東京観光財団 × 台東区  共同研究

向き合い方

オーバー
ツーリズムとの

不安不快不利益



問
題
の
中
身
は
異
な
る
が 

大
半
が
住
民
感
情
の
問
題

 

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
い
う
語
は
２

０
１
６
年
頃
か
ら
使
用
さ
れ
始
め
、
２
０

１
８
年
に
Ｕ
Ｎ 

To
u
r
is
u
m（
国
連
世

界
観
光
機
関
）
が
使
用
し
た
こ
と
で
よ
り

広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
般
的

に
は
左
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
て
、
広

義
に
は
人
が
全
く
暮
ら
し
て
い
な
い
地
域

の
問
題（
自
然
環
境
破
壊
な
ど
）
も
含
む
が
、

現
在
は
主
に
住
民
や
観
光
客
へ
の
悪
影
響

を
示
す
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し「
何
が
起
こ
れ
ば
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
の
か
」
と
い
う
点
は
明
確
で

は
な
い
。
参
考
ま
で
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
問
題
を
抱
え
る
と
さ
れ
る
世
界
の

観
光
地
を
表
１
に
ま
と
め
て
み
た
が
、
民

泊
問
題
な
ど
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
バ
ル

セ
ロ
ナ
、
ク
ル
ー
ズ
客
や
日
帰
り
客
に
頭

を
悩
ま
せ
る
ド
ゥ
ブ
ロ
ブ
ニ
ク
や
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
、
自
然
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

ハ
ワ
イ
な
ど
、
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

問
題
を
地
域
の
特
性
別
に
整
理
し
て
み
た

（
図
１
）。
１
つ
目
は
人
口
が
多
く
イ
ン
フ

ラ
も
発
達
し
て
い
る「
都
市
型
」。
こ
う
し

た
地
域
で
は
、
住
民
と
旅
行
者
の
距
離
が

近
い
が
ゆ
え
の
問
題
が
多
く
発
生
す
る
。

２
つ
目
は
行
楽
目
的
に
発
展
し
た「
リ
ゾ

ー
ト
型
」。
大
都
市
の
よ
う
な
問
題
は
少

な
い
が
、
観
光
資
源
で
も
あ
る
景
観
の
悪

化
な
ど
が
住
民
か
ら
問
題
視
さ
れ
が
ち
だ
。

「
ア
イ
ラ
ン
ド
型
」
は「
リ
ゾ
ー
ト
型
」
と

似
て
い
る
が
、
閉
じ
ら
れ
た
環
境
だ
け
に

ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
問
題
が
起
き
や
す
い
。

「
自
然
型
」
の
問
題
は
、
本
来
人
が
居
住
し

な
い
地
域
に
人
が
入
り
込
む
こ
と
で
起
こ

表1 オーバーツーリズムの起こっている地域の例
都市（国） 人口・面積・人口密度 観光客数（増減率） 経緯・背景 近年の主な対策内容

バルセロナ
（スペイン）

※2023年

人口：1,655,956人※ 宿泊回数 1992年のオリンピックを機に観光開発が
進み、LCCやクルーズ船の発達によって観
光客が急増。旧市街やサグラダ・ファミリア
などの観光地と住宅地が近く、民泊の急増
により住民の生活圏に観光客が流れ込み、
混雑や騒音問題が発生している。

観光客向け宿泊施設の新規認可の取りや
め、違法民宿の取り締まり、宿泊目的のマ
ンション建設の不許可、固定資産税の引き
上げ、人気観光スポットの事前予約制・人
数制限等の導入、クルーズ船及び宿泊施
設の形態に応じた観光税の徴収と段階的
引き上げ　ほか

面積：101.4㎢ 2012：16,215,628回　
人口密度：
16,330.9人／㎢

2022：19,695,931回
➡+21.5％

アムステルダム
（オランダ）

※2022年

人口：918,117人※ 宿泊回数 2000年代初期より観光業の振興に注力、
経済への貢献から好意的に受け入れられて
いたが、ドラッグ使用のために訪れる人も多
いこともあり、観光客の迷惑行為が問題視
されるようになった。

特定地区でホテル新増設不許可、貸出日
数制限、宿泊料に対する観光税引き上げ、
公共駐車場料金の値上げ、B＆Bに許可制
導入、ガイドツアー参加者への人数制限及
び娯楽税徴収、民泊の一部禁止・許可制の
導入、クルーズ客からの観光税徴収、市中
心部へのクルーズ船寄港禁止　ほか

面積：219.4㎢ 2012：5,738,000回　
人口密度：
4,183.7人／㎢

2019：9,209,000回
➡＋60.5％

ドゥブロブニク
（クロアチア）

※2021年

人口：26,922人※ 宿泊者数 ２０１１年に城壁内が米ケーブルテレビ局Ｈ
ＢＯの人気ドラマシリーズ「ゲーム・オブ・ス
ローンズ」の撮影場所となったことからクル
ーズ船客をはじめとする、観光客が急増。

2019年クルーズ船の来航を1日2隻まで、
乗客は1隻につき4000人までに制限、
2023年からキャスターを転がして歩く行
為を禁止

面積：12.1㎢ 2012：1,122,420人
人口密度：
2,225.0人／㎢

2019：2,237,036人
➡+99.3%

ヴェネツィア
（イタリア）

※2022年

人口：253,174人※ 来訪者数（arrivals） 2019年、クルーズ客船が埠頭に衝突した事
故を受け、中心地へのクルーズ船の出入りを
禁止。その際、ヴェネツィア市長はユネスコ
のブラックリストに同市を加えるよう提言。

2024年より日帰り観光客に対して€5の
入場料を徴収面積：414.6㎢ 2009：3,405,115人

人口密度：
610.6人／㎢

2019：5,523,283人
➡＋62.2％

ハワイ
（アメリカ）

※2020年
※オアフ島

人口：1,016,508人※ 宿泊者数 コロナ禍で閉鎖していた観光地の海水透
明度やサンゴ礁の生態系が回復したことか
ら、観光客が増えると再び環境が悪化する
のではないかとの懸念が住民間で広がって
いる。

国立公園の予約制導入、自然環境保護のた
めのルール導入。自然保護重視の政策を
進めるため、州観光局の解体・再編を議論
中

面積：1,545㎢ 2010：6,916,894人
人口密度：
657.9人／㎢

2019：10,243,165人
➡＋48.1%

京都市
（日本）

※2023年

人口：1,447,051人※ 宿泊者数（うち外国人） 周囲が山に囲まれたコンパクトな土地に、古
くからの歴史が積み重なっていることで、観
光地や市街の中心地に観光客が殺到。幅の
狭い道路が多く地下鉄・鉄道も充実している
とは言えないため、一部の交通機関で地元
の住民が利用できない状況となっている。

宿泊税の導入、民泊営業の大幅な制限、朝
夜時間帯の観光推奨による訪問時間帯の
分散、穴場スポットの紹介による訪問先の
分散、バスの一日乗車券廃止（地下鉄＋バ
スセットの一日乗車券は継続）、観光快適
度の可視化、マナー啓発ツールの作成・配
布（リーフレット、ステッカー）

面積：827.8㎢ 2009：3,925,727人
　　　  （333,202人）人口密度：

1,748.1人／㎢ 2019：6,088,306人
　　   （1,815,246人）
➡+55.1％（+444.8%）

鎌倉市
（日本）

※2023年

人口：172,107人※ 宿泊者数（日帰り客） 主要道路が限られている上道幅も狭く、生
活利用と観光利用が一体となっているため
に慢性的に渋滞が発生。江ノ島電鉄が居住
地と隣接して走っている光景自体が観光ス
ポット化していることや、有名コミックの聖
地として観光客が押し寄せることで居住エ
リアに影響が出ている。

パークアンドライドの推進、公共交通機関
の利用促進（鎌倉フリー環境手形）、混雑
期における江ノ島電鉄への沿線住民の優
先入場（社会実験として実施）、公共の場所
におけるマナー向上に関する条例の施行

面積：39.7㎢ 2009：327,892人      
    （18,508,944人）人口密度：

4,339.6人／㎢ 2019：318,647人   
    （18,703,148人）
➡ー2.8％（+1.0%）

各都市公表の観光レポートをもとに編集部にて作成
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混
雑
に
よ
る
影
響
の
種
類
は

地
域
の
特
性
に
よ
っ
て
も
異
な
る

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
い
う
語
自
体
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

「
何
が
起
こ
る
と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
か
」は
意
外
と
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
ま
ず
は
問
題
の
種
類
を
、
地
域
特
性
ご
と
に
分
類
、
整
理
し
て
み
た
。

広義の
オーバーツーリズム

観光客の急激な増加や過剰な増加等を
契機としてクローズアップされる、観光の
持続可能性に関わる全ての現象と問題

狭義の
オーバーツーリズム

住民の生活環境の維持と、観光の質
や観光客の満足度の低下に関わるネ
ガティブな現象等に焦点をあてたもの

現在は
こちらが

より一般的

オーバー
ツーリズム
何が起こる？



る
環
境
破
壊
が
中
心
だ
。
こ
の
う
ち「
自

然
型
」
の
問
題
は
、
観
光
と
い
う
よ
り
は

環
境
行
政
の
対
象
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

狭
義
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
は
、

他
３
タ
イ
プ
の
い
ず
れ
か
に
集
約
さ
れ
る

だ
ろ
う
。

 「
都
市
型
」に
つ
い
て
は
、
ア
ク
セ
ス
性
と

宿
泊
日
数
に
よ
っ
て
も
違
い
が
あ
る（
図

２
）。
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
都
市
の
う
ち「
観

光
ハ
ブ
都
市
」
で
は
宿
泊
関
連
の
ト
ラ
ブ

ル
が
、「
立
ち
寄
り
観
光
地
」
は
観
光
地
域

に
も
た
ら
す
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
の
小
さ

い
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
ア
ク
セ
ス
性
に

関
係
な
く
人
が
滞
在
す
る「
都
市
型
リ
ゾ

ー
ト
」
で
は
人
の
滞
留
に
よ
る
問
題
が
、

宿
泊
し
な
い
来
訪
者
の
多
い「
メ
イ
ン
目

的
地
」
で
は
、
住
民
の
生
活
と
重
な
る
時

間
帯
に
と
く
に
問
題
が
起
こ
り
や
す
い
。

　
こ
う
し
て
見
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
中
身
は
地
域
に
よ
っ
て
違
う
と
同

時
に
、
主
に
住
民
の
側
の
問
題
で
あ
る
の

も
分
か
る
。
次
は
こ
の
点
に
つ
い
て
掘
り

下
げ
て
み
た
い
。

都市型リゾートタイプ
都市内の観光資源が豊富にあり、
数日滞在して観光する都市

森記念財団「日本の都市特性評価DATABOOK 2023」及び観光庁「宿泊旅行統計調査」より作成

（空港アクセス時間の短さ、新幹線利用のしやすさ、インターチェンジ数をスコア化）

メイン目的地タイプ
アクセスが悪くても
必ず訪れたい、
メジャーな観光スポット
を有する都市

※円の大きさは行楽・観光目的の
　訪問の多さを表す

観光ハブ都市タイプ
周辺都市へのアクセスが良く、
広域周遊を行う際の拠点となる都市

立ち寄り観光地タイプ
効率よく移動する際立ち寄りやすい
都市広域周遊を行う際の中継地

少←

長
←

→
短

→多

5 March  2024

バルセロナ、アムステルダム
京都、鎌倉など

住民が多く、交通インフラが発達し
ている都市部において発生するも
の。訪問者のコントロールやマネジ
メントが難しい上、混雑の問題とマ
ナーの問題が複合的に発生するた
め、対策難易度が高い。

影響：公共交通機関の混雑や居住
地域への観光客流入、民泊施設の
増加による家賃上昇、文化財に対
するいたずらなど

マヤビーチ（タイ）
富士山、屋久島、知床など

世界自然遺産や国立公園、自然保護地区など、住
民が居住しない地域で発生するもの。
物理的な混雑よりも訪問者のマナーによる影響が
大きい。

影響：ゴミやし尿による自然環境の破壊、野生動物を
はじめとした周辺生物への生態系の破壊など

アマルフィ、レイクタホ（アメリカ）、
軽井沢、湯布院など

行楽や保養目的で開発された地域で発
生するもの。住民の多くは観光関連産業
に従事する。

影響：観光産業に関係しない住民の生活、
過度な開発行為による自然環境の悪化
など

ヴェネツィア、サントリーニ島、ハルシュタット、西表島など
リゾート型に類するが、離島や山間の集落など、周辺都市からアクセス手段が限定される地域。

影響：独自的かつ特徴的な観光資源（自然環境、文化財、住民の生活・文化・風習等）の破壊など

図1  オーバーツーリズム観光地の分類

図２  「都市型」地域のタイプ分類

滞
在
の
長
さ
（
外
国
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延
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／
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こ
こ
ま
で
の
ま
と
め

□	

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

	

「
住
民
の
生
活
」

	

「
観
光
客
の
満
足
度
」へ
の

	

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

	

現
象
の
こ
と
で
あ
る
。

□	

地
域
の
機
能
や
居
住
人
口
で

　

	

問
題
が
異
な
る
。



住
民
の「
不
」が
ど
こ
に
あ
る
か 

捉
え
て
初
め
て
対
策
が
で
き
る

　
表
１（
Ｐ
４
）
で
示
し
た
世
界
の
観
光

地
を
は
じ
め
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

顕
在
化
し
て
い
る
地
域
で
よ
く
聞
か
れ
る

問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
住
民
に
と
っ

て
ど
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
の
か
を
分
類
し
て

み
る
と
、
概
ね
、「
不
安
」、「
不
快
」、「
不

利
益
」
の
い
ず
れ
か
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る（
図
３
）。

  

住
民
の「
不
」
が
ど
れ
に
あ
た
る
の
か
が

分
か
れ
ば
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
も

見
え
て
く
る
。
比
較
的
答
え
が
出
し
や
す

い
の
は
、
住
民
が
明
確
に
生
活
に
支
障
を

感
じ
る「
不
利
益
」。
た
と
え
ば
、
交
通
や

ゴ
ミ
処
理
な
ど
生
活
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
不
足
が
慢
性
化
し
て
い
る
な

ら
、
解
決
に
向
け
た
直
接
的
な
対
策
や
投

資
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
法
令
違
反
に
つ

い
て
は
、
旅
行
者
で
あ
る
か
否
か
に
拘
ら

ず
厳
正
な
対
応
を
行
う
ま
で
だ
。
実
害
と

い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
感
じ
る「
不
快
」

に
つ
い
て
は
、
旅
行
者
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発

の
ほ
か
動
線
の
誘
導
も
有
効
か
も
し
れ
な

い
。
最
も
難
し
い
の
は
、「
な
ん
と
な
く
そ

う
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
」
と
い
う「
不
安
」

だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
ず
住
民
と
し

っ
か
り
と
対
話
し
、
住
民
が
何
を
不
安
に

感
じ
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
し
か
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
住
民
の
問
題
で
あ
る
以
上
、
住
民

と
の
対
話
は
欠
か
せ
な
い
。
対
話
に
よ
っ

て「
不
」
の
種
類
を
正
し
く
捉
え
て
初
め

て
、
対
策
の
方
向
性
が
決
ま
る
の
だ
。

混
雑
し
て
い
て
も
問
題
が
な
い 

と
い
う
状
態
を
作
る
発
想
も
あ
る

　
と
こ
ろ
で
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

住
民
の
問
題
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
住
民
が

「
不
」
を
感
じ
て
い
な
け
れ
ば
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
も
で
き

る
。
実
際
に
、
多
く
の
旅
行
者
が
訪
れ
て

混
雑
し
て
い
て
も
、
問
題
が
発
生
し
て
い

な
い
地
域
は
存
在
す
る
。

　
図
４
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題

を
抱
え
る
地
域
で
問
題
が
顕
在
化
す
る
ま

で
の
変
化
を
分
析
し
、
４
段
階
に
分
け
て
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図3  オーバーツーリズムにおける住民の3つの「不」

地
域
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
は

住
民
の
3
つ
の「
不
」で
切
り
分
け
る

観
光
関
係
者
が
考
え
る
べ
き「
狭
義
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は
、

主
に
住
民
の
問
題
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
が
住
民
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
に
問
題
な
の
か
を
整
理
す
る
と
、
取
る
べ
き
対
策
の
方
向
性
も
見
え
て
く
る
。

住民にとって愛着のある
風景や生活文化が失われ
ることに対する漠然とした
懸念。観光客が急激に増
え、それに伴って看板や街
を歩く人なども含めた景
観が急速に変化するなど、
観光化が進むことに対す
る反応として起こる。

モラルやマナーの違いか
ら住民が観光客に対して
抱く不快感。通りで大き 
な声を出す、電車に乗る際
に整列乗車をしない、ゴミ
のポイ捨てなど、直接的な
不利益や重大な法令違反
とまではならない不快が
これにあたる。

通勤通学時に住民が路線
バスに乗れない、ゴミが
処理のキャパシティを超え
る、不動産価格が高騰し
て住めなくなるなど住民生
活に実害が生じるケース。
文化財への落書きなど法
令違反を伴うものも含ま
れる。

不安不快不利益

オーバー
ツーリズム
何が問題？



示
し
た
も
の
だ
。
実
は
、
多
く
の
地
域
で

は
、
問
題
が
顕
在
化
す
る
よ
り
前
に
ま
ず

混
雑
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
図
４
で
は
、

レ
ベ
ル
２
の
段
階
で
す
で
に
混
雑
は
発
生

し
て
い
る
の
だ
が
、
レ
ベ
ル
２
、
レ
ベ
ル

３
の
間
は
問
題
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
混
雑
そ
の
も
の
が
問
題
で
は
な

「
混
雑
し
す
ぎ
て
入
場
で
き
な
か
っ
た
」
と

い
う
レ
ベ
ル
の
混
雑
で
も
な
い
限
り
、
来

訪
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
。　

国
内
旅
行
者
に
つ
い
て
は
事
情
が
異
な
る

可
能
性
は
あ
る
が
、
も
し
国
内
旅
行
者
が

訪
日
外
国
人
に
置
き
換
わ
る
こ
と
を
懸
念

す
る
声
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
住

民
の「
不
安
」
の
問
題
と
も
考
え
ら
れ
る
。

や
は
り
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
は
、

ま
ず
は
住
民
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
べ
き

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
旅
行
者
の
体
験
の
質
」を 

ど
こ
ま
で
気
に
す
る
べ
き
か
？

　
こ
こ
ま
で
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
住
民
の
問
題
と
し
て
見
て
き
た

が
、
一
般
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
悪
影
響
の
中
に
は「
旅
行
者
の
満

足
度
の
低
下
」
も
含
め
る
場
合
が
多

い
。
混
雑
に
よ
り
体
験
価
値
が
下
が

り
、
旅
先
と
し
て
選
ば
れ
な
く
な
る

の
を
懸
念
し
て
の
こ
と
だ
。

　
し
か
し
、
今
回
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
研
究

結
果
に
よ
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
低

そ
う
だ
。
浅
草
エ
リ
ア
を
訪
れ
た
訪
日
外

国
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
約
６
割

が
混
雑
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
約
８
割
は
気
に
し
な
い
と
回
答
。

「
他
の
観
光
地
も
同
じ
」
と
い
う
理
由
が
多

い
が
、
む
し
ろ「
活
気
が
あ
っ
て
い
い
雰

囲
気
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も

６
割
以
上
が
事
前
に
混
雑
状
況
に
つ
い
て

調
べ
て
さ
え
い
な
い
う
え
、
そ
の
う
ち
７

割
以
上
が
事
前
に
混
雑
を
知
っ
て
い
て
も

来
訪
時
間
を
変
更
し
な
い
と
答
え
て
い
る
。

一
番
の
理
由
は「
気
に
し
な
い
」
か
ら
だ

が
、
旅
程
の
関
係
で
変
え
ら
れ
な
い
と
答

え
た
人
も
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
訪
日
外
国

人
に
つ
い
て
は
、
観
光
地
の
混
雑
は
当
然

と
捉
え
、
多
少
混
雑
し
て
い
て
も
訪
れ
た

い
場
所
を
訪
れ
る
姿
が
見
て
取
れ
る
。

い
と
い
う
わ
け
だ
。
よ
く
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
度
合
い
を
示
す
指
標
と
し
て

「
住
民
一
人
あ
た
り
観
光
客
数（
旅
行
者
数

÷
住
民
人
口
）」
と
い
う
数
値
が
使
用
さ

れ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
混
雑
度
合
い

を
示
す
も
の
。
値
の
大
き
さ
＝
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
度
合
い
と
は
言
え
な
い
の

は
こ
の
た
め
だ
。

　
こ
の
こ
と
は
、
混
雑
は
発
生
し

て
い
て
も
、
レ
ベ
ル
２
、
レ
ベ
ル

３
の
段
階
で
う
ま
く
地
域
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
き
れ
ば
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
は
顕
在
化
せ

ず
に
済
む
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
レ
ベ
ル
３
の「
悪
影

響
も
出
て
い
る
が
、
住
民
の
理
解

を
得
ら
れ
て
い
る
」状
態
を
保
つ

た
め
に
は
、
生
活
へ
の
影
響
度
を

示
す
指
標
と
と
も
に
観
光
客
に
よ

る
経
済
効
果
を
公
表
し
、
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
も
伝
え
る
と
い
っ
た

方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
状
態
が

保
て
る
か
ど
う
か
は
、
住
民
の
気

質
や
地
域
特
性
に
も
左
右
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
図
１（
Ｐ
５
）
の「
リ

ゾ
ー
ト
型
」
に
あ
た
る
地
域
な
ど
、

住
民
の
多
く
が
観
光
関
連
産
業
に

従
事
す
る
地
域
は
、
他
の
地
域
タ

イ
プ
と
比
べ
る
と
理
解
を
得
や
す

い
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

快適な観光ができない
ばかりか、観光客が住民の
生活に影響を与える

快適な（地域の魅力を
十分に体感できる）
混雑度を超える

地域の魅力を
提供可能な範囲

□住民1人あたりの観光客数
□宿泊施設満室率
□駅利用人数、タクシー満車率

住民生活への
影響度

□不動産価格上昇率
□民泊施設数
□旅行者とのトラブル件数

住民許容度

□行政へのクレーム件数
□住民意識調査

観光による生活への
影響が、住民の許容できる
範囲を超える

混雑状態ではない
観光地

混雑状態
ではあるが
悪影響が出ていない
観光地

混雑状態
で悪影響も出ているが、
住民の理解を
得られている観光地

混雑状態に
よる
悪影響が顕在課題化
している観光地

Lev. 1

モニタリング
すべき指標

＝
住民許容度

Lev. 2 Lev. 3 Lev. 4

 参考となり得る定量指標
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図4  オーバーツーリズム顕在化までの4レベル

表2 訪日外国人の混雑への印象と行動

79.1%

74.5%

58.9%

64.4%

混雑が浅草を
満喫することを
阻害していると
感じますか

事前に混雑状況を
知っていれば、
別の時間帯を
検討しましたか

浅草に来て、
どれくらい
混雑していると
感じましたか

浅草訪問前に
「混雑状況」に
ついて
調べましたか

阻害しない

検討しない

とても混雑／やや混雑している

調べていない

こ
こ
ま
で
の
ま
と
め

□「
不
安
」「
不
快
」「
不
利
益
」の

　ど
れ
に
分
類
さ
れ
る
の
か
を

　考
え
る
と
対
応
策
が
見
え
る
。

□
問
題
が
顕
在
化
し
な
い
よ
う

　コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
も
重
要
。

そのうち

そのうち
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問題点がざっくり分かる！

オーバーツーリズム曼荼羅
見たことある、聞いたことあるあのシーンを、地域タイプと住民の「不」で捉えると？

オーバーツーリズム問題の世界をまとめてみました。

自然型

リゾート型

アイランド型

立ち寄り観光地

不安不快不利益

文化財に
落書き!?

地域に利益が
落ちない

ゴミの
ポイ捨て

生態系の
破壊…

ゴミやし尿で
汚染

看板が
外国語だらけに

商店が
土産物化

景観が
変化
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都市型

観光ハブ都市

都市型リゾート

メイン目的地

立ち寄り観光地

不動産
高騰

大混雑

大渋滞

大事故
寸前！

地域に利益が
落ちない

ゴミの
ポイ捨て

街角で
ヒヤリ！

割り込み
乗車

民泊で
騒音

商店が
土産物化
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こんなときどうする!？

オーバーツーリズムのケーススタディ
地域特性×住民の「不」を実際のケースに当てはめるとどうなるか？
3つの例をもとに、起こりがちな問題とその対処法を考えてみた。

A B

時間帯ごとの旅行者と住民の偏りイメージ曜日ごとの旅行者の偏りイメージ

都市型 （メイン目的地）

「アニメの聖地として
突然話題に。
生活の場が
観光客で溢れ返り、
通りから家の中を
撮られた住民も…」

Case 1

「山あいの温泉が有名
ガイドブックに載った！
冬季は人口の
10倍の外国人が
訪れるようになり、
昔ながらの雰囲気が
失われるのが心配…」

「朝の通勤時間帯に
大きな荷物を持った
旅行者が増えたせいで、
乗ろうとしていた
バスに乗れない」

Case

Case

2

3

局所的な問題には
個別の対話が効果的

「メイン目的地」タイプの地域では、観光
スポットに過度な観光客が流入し、溢れ
返ることで周辺の居住エリアへの侵入も
発生しがち。一方で、問題発生区域は特
定のスポット周辺に限られるので局所的
である場合が多く、当該地区住民との直
接的なコミュニケーションが可能。まず
対話によって住民の希望を聞くことが解
決につながる。

まずは住民の「ありたい姿」を
知ることから

「不安」は漠然としていることが多いた
め、まずは住民が何を「失いたくない」と
感じているかを知るための対話が欠かせ
ない。対話を通じ、「地域として残したい
アイデンティティは何なのか」が明確にな
れば、それに応じた規制を設けるなど対
応も可能になる。その際自治体では、環
境、土木など観光以外の部門の協力が
必要になる場合もある。

「時間帯」の分散ができれば
解決する問題も
都市型リゾート観光地では、旅行者の行
動パターンが一定の場合が多く、特定の
時期（週末、紅葉の季節など）や時間帯、
場所に観光客が集中しやすい。旅行者
の訪れたい時期は決まっているため、特
定の曜日や季節の旅行者をそれ以外の
日に分散しようとしても難しいのが実情だ

（左図A）。しかし、1日の中で旅行者が動
く時間帯をずらすことは比較的やりやす
い。観光施設の営業時間や旅行者向け
の交通パスの適用時間を工夫して、住民
の通勤通学時間帯に旅行者が集中しな
いよう促すだけでも効果はありそうだ。

リゾート型

都市型（都市型リゾート）

不安

不快

不利益

月    火    水    木    金    土    日 6      9     12    15    18     21

住民

旅行者

ずらす



長
期
居
住
比
率
の
高
い
エ
リ
ア
で 

観
光
許
容
度
が
低
い
可
能
性

　
東
京
都
台
東
区
は
、
訪
日
外
国
人
も
含

め
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
浅
草
エ
リ
ア

や
都
内
有
数
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
上
野

駅
を
擁
す
る
観
光
ハ
ブ
都
市
タ
イ
プ
の
都

市
。
区
民
の
意
見
や
要
望
を
把
握
す
る
た

め
の「
台
東
区
民
の
意
識
調
査
」（
隔
年
）で

は
、
観
光
に
関
す
る
質
問
も
３
問
設
定
し

て
い
る
が
、
現
状
で
は
３
つ
の
設
問
の
全

て
に
お
い
て
８
割
強
以
上
の
住
民
が
観
光

を
好
意
的
に
受
け
止
め
て
い
る
と
解
釈
で

き
、
区
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
達
し

て
い
な
い
と
推
測
し
て
い
る（
図
５
）。

　
と
は
い
え
、
観
光
に
否
定
的
な
意
見
を

持
っ
た
住
民
が
一
定
数
存
在
す
る
の
も
事

実
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
住

民
が
な
ぜ
観
光
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る

の
か
を
細
か
く
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
意
識
調
査
の
回
答
は
図
６
の
①
〜
⑥
の

エ
リ
ア
に
分
け
て
集
計
さ
れ
、
同
時
に
台

東
区
へ
の
居
住
年
数
に
つ
い
て
も
、
短
期

（
５
年
未
満
）、
中
期（
５
年
以
上
20
年
未

図5  観光振興に対する台東区住民の受け止め

観光客の
増加についての考え

観光基盤の整備と 
区民生活のつながり

台東区を魅力ある観光地
として紹介できるか

好ましい
40.5%

どちらかといえは好ましい
43.8%

非常につながると思う
56.3%

ややつながると思う
34.5%

進んで紹介できる
（している）

25.5%

紹介できる
（している）

59.9%%

あまりつながると思わない 7.3%
全くつながると思わない 1.1%
無回答 0.8%

あまり紹介できない 12.4%
全く紹介できない 1.1%
無回答 1.0%

※四捨五入した値を示しているため、合計が100にならない場合がある

どちらかといえば好ましくない 13.1%
好ましくない 2%
無回答 0.7%
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東京都
台東区

全
体
と
し
て
旅
行
者
受
け
入
れ
に
前
向
き
な
中
、

一
部
住
民
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
理
由
を
探
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
住
民
の
側
か
ら
考
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？

東
京
観
光
財
団
・
台
東
区
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
共
同
研
究
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
原
因
を
探
る
プ
ロ
セ
ス
を
ご
紹
介
す
る
。

表３  区内エリア別観光客増加についての考え

居住地域

「好ましい」、
「どちらかというと

好ましい」

「好ましくない」、
「どちらかというと

好ましくない」
①南部エリア 85.8% 13.9%
②浅草エリア 82.1% 17.4%
③北部エリア 74.8% 24.4%
④西部エリア 86.7% 12.9%
⑤谷中エリア 94.1% 5.9%
⑥上野エリア 86.0% 13.2%

①南部エリア
マンションのほか、最近では古い
倉庫を改装したショップが多く並ぶ

⑥上野エリア
有数のターミナル
上野駅を
擁する繁華街

②浅草エリア
浅草寺等観光施設が
集中

③北部エリア
古くからの住宅が
多く長く居住する
住民も多い

④西部エリア
マンションが多く、
単身世帯に人気のエリア

⑤谷中エリア
寺社が多く、下町の
雰囲気が残る町並み

図6 台東区の6エリア

台東区

東京都

オーバー
ツーリズム
実践編



満
）、
長
期（
20
年
以
上
）
に
分
け
て
調
査
、

集
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
ま

ず
は
地
域
別
に
観
光
客
増
加
に
対
す
る
考

え
を
見
た
と
こ
ろ
、
観
光
許
容
度
の
低
い

（「
好
ま
し
く
な
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
好
ま
し
く
な
い
と
回
答
し
た
）住
民
の

比
率
が
最
も
高
い
の
は
北
部
エ
リ
ア
で
、

次
い
で
浅
草
エ
リ
ア
と
い
う
結
果
と
な
っ

た（
表
３
）。
あ
わ
せ
て
各
エ
リ
ア
に
お
け

る
長
期
居
住
比
率（
20
年
以
上
居
住
し
て

い
る
人
の
割
合
）
を
見
た
と
こ
ろ
、
北
部

エ
リ
ア
は
区
内
で
最
も
長
期
居
住
比
率
が

高
い
エ
リ
ア
の
一
つ
で
も
あ
る
と
分
か
っ

た（
表
４
）。

混
雑
だ
け
で
は
説
明
で
き
ず 

民
泊
に
よ
る
感
情
悪
化
も
な
い

　
区
内
の
混
雑
状
況
を
知
る
た
め
に
は
、

主
に
国
内
居
住
者
を
対
象
に
人
流
デ
ー
タ

を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
を
分
析

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
台
東
区
内
の
人
の

流
れ
を
デ
ー
タ
化
し
、
区
外
か
ら
訪
れ
た

人
だ
け
を
抜
き
出
し
て
見
る
こ
と
が
で
き

る（
※
）。

　
台
東
区
全
体
で
見
る
と
、
日
暮
里
駅
周

辺
、
鶯
谷
駅
周
辺
、
東
武
／
東
京
メ
ト
ロ

浅
草
駅
周
辺
、
浅
草
六
区
周
辺
、
浅
草
橋

駅
周
辺
で
人
流
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

駅
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
立
地
条
件
も
あ
り
、

比
較
的
人
流
は
分
散
し
て
い
る
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
浅
草
エ
リ
ア
で
は
広
範
囲
に
渡

っ
て
混
雑
が
広
が
っ
て
い
て
、
こ
の
エ
リ

ア
の
住
民
の
観
光
許
容
度
が
全
エ
リ
ア
中

２
番
目
に
低
い
の
は
こ
う
し
た
混
雑
に
起

因
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で
、
観
光

許
容
度
が
最
も
低
い
北
部
エ
リ
ア
で
は
そ

れ
ほ
ど
人
流
は
多
く
な
い
た
め
、
単
に
人

流
の
多
さ
だ
け
が
観
光
許
容
度
を
下
げ
て

い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　
次
に
民
泊
施
設
に
つ
い
て
も
デ
ー
タ
で

確
認
を
し
て
み
た
。
施
設
数
が
多
い
の
は

南
部
エ
リ
ア
、
浅
草
エ
リ
ア
、
西
部
エ
リ

ア
で
、
北
部
エ
リ
ア
で
は
む
し
ろ
少
な
い

（
表
５
）。
南
部
エ
リ
ア
、
西
部
エ
リ
ア
で

は
観
光
許
容
度
が
低
く
な
い
こ
と
を
考
え

て
も
、「
民
泊
施
設
が
多
い
と
住
民
感
情
を

悪
化
さ
せ
る
」
と
い
う
仮
説
は
成
立
し
な

い
と
言
え
そ
う
だ
。

　
騒
音
問
題
に
な
り
や
す
い
深
夜
時
間
帯

の
人
流
を
見
て
も
、
集
中
し
て
い
る
の
は

上
野
駅
周
辺
に
代
表
さ
れ
る
繁
華
街
が
中

心
で
あ
り
、
民
泊
が
点
在
す
る
よ
う
な
居

住
エ
リ
ア
に
は
混
雑
は
発
生
し
て
い
な
か

っ
た
。

交
通
手
段
が
限
ら
れ
る
中 

通
勤
時
間
帯
の
駅
に
問
題
が
？

　
観
光
許
容
度
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性
の

あ
る
テ
ー
マ
と
し
て
、
公
共
交
通
機
関
の

状
況
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
。
台
東
区
内

に
は
、
Ｊ
Ｒ
線
、
東
武
線
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス（
Ｔ
Ｘ
）、
地
下
鉄
２
種
類
の
鉄

道
路
線
と
、
２
種
類
23
路
線
の
バ
ス
網
が

あ
る
。
し
か
し
、
観
光
許
容
度
の
低
い
北

部
エ
リ
ア
に
限
っ
て
見
て
み
る
と
、
他
地

域
と
比
較
し
て
バ
ス
停
や
路
線
が
少
な
い

の
に
加
え
、
エ
リ
ア
内
に
は
鉄
道
駅
が
存

在
し
な
い
の
が
分
か
る
。
こ
の
た
め
、
北

部
エ
リ
ア
の
住
民
が
通
勤
、
通
学
す
る
た

め
に
は
、
エ
リ
ア
外
に
あ
る
南
千
住
駅

（
区
外
）、
三
ノ
輪
駅（
西
部
エ
リ
ア
）、
各

線
浅
草
駅（
浅
草
エ
リ
ア
）
の
い
ず
れ
か
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図8 台東区の深夜時間帯の人流ヒートマップ

表4  区内エリア別観光客増加についての考え
観光客増加に
ついての考え 居住期間

居住地域

「好ましくない」、
「どちらかというと
好ましくない」

長期居住比率

①南部エリア 13.9% 39.2%
②浅草エリア 17.4% 47.2%
③北部エリア 24.4% 57.0%
④西部エリア 12.9% 57.5%
⑤谷中エリア 5.9% 52.9%
⑥上野エリア 13.2% 33.3%

表５  区内エリア別民泊施設数

居住地域
観光客の増加

「好ましくない」比率 民泊施設数

①南部エリア 13.9% 183
②浅草エリア 17.4% 115
③北部エリア 24.4% 33
④西部エリア 12.9% 105
⑤谷中エリア 5.9% 7
⑥上野エリア 13.2% 67

図7  台東区の人流ヒートマップ

2022年10月～の1年間について、区外居住者のデータを表示。
上野駅周辺は人流量が非常に多く、ここを含めると一極集中し
た分布になるため、除外して作成した

2022年10月～の1年間の22時～26時の人流（区外居住者）を
表示。民泊の多いエリアに混雑はないが、苦情については保健
所等異なる部署に届いている可能性もあるので注意が必要だ

※ヒートマップは株式会社ブログウォッチャーにて作成。同社が提携するアプリ
（140種類以上）をダウンロードし、位置情報の取得を許可した3,000万MAU（月間
アクティヴユーザー数）のスマートデバイスから取得された位置情報等のデータを、
特定の個人が識別されない形式に加工して活用している。（数字は2024年2月時点）
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を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

　こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
日
通
勤

時
間
帯
の
ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
を
見
た
と
こ
ろ
、

北
部
エ
リ
ア
在
住
者
が
利
用
す
る
三
ノ
輪

駅
、
浅
草
駅
で
、
区
外
在
住
者
に
よ
る
混

雑
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
来
街
者
と
通
勤
通

学
中
の
住
民
が
駅
で
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
北
部
エ
リ
ア

の
住
民
に
と
っ
て
は
、
来
街
者
が
生
活
動

線
の
中
に
入
り
込
む
こ
と
で
混
雑
が
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
観
光
許

容
度
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性

が
見
え
て
き
た
と
言
え
る
。

問
題
の
解
決
に
は
交
通
な
ど 

観
光
以
外
の
施
策
も
必
要

　今
回
の
台
東
区
に
関
す
る
分
析
か
ら
は
、

全
体
と
し
て
問
題
は
な
い
と
推
察
で
き
る

と
は
い
え
、
北
部
エ
リ
ア
を
中
心
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
考
え
を
持
つ
住
民
が
い
る
こ
と
、

ま
た
北
部
エ
リ
ア
の
住
民
に
つ
い
て
は
、

❶
居
住
歴
が
長
く
、
❷
公
共
交
通
機
関
の

選
択
肢
が
少
な
く
、
❸
来
街
者
と
住
民
の

生
活
動
線
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
想
像
で
き
る
の
は
、
北
部

エ
リ
ア
に
長
年
暮
ら
し
て
き
た
住
民
が
、

来
街
者
の
増
加
に
よ
っ
て
生
活
上
の
不
便

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
観

光
許
容
度
を
下
げ
て
い
る
様
子
。
住
民
の

「
不
」
の
種
類
で
言
え
ば「
不
利
益
」
に
あ

た
る
。
観
光
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
側
面
を
実
感
す
る
機
会
が
大
幅

に
上
回
る
と
ク
レ
ー
ム
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
高
い
た
め
、
注
意
が
必
要
だ
。

　こ
う
し
た
状
況
を
知
る
に
は
、
住
民
の

意
識
調
査
、
人
流
、
交
通
に
関
す
る
現
況

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
必
要
だ
っ

た
。
ま
た
、
問
題
の
解
決
に
は
、
旅
行
者

の
分
散
や
マ
ナ
ー
啓
発
な
ど
観
光
観
点
で

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
交
通
面

で
の
施
策
も
求
め
ら
れ
る
。「
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
住
民
の
問
題
で
あ
る
」
こ

と
が
分
か
る
好
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

担 当 研 究 員より

じゃらんリサーチセンター
研究員

長野瑞樹
ながの　みずき

2023年に研究員として着任。本
研究およびまち歩きや体験アク
ティビティに関する研究を担当。

オーバーツーリズムは
「原因」ではなく「状態」
まずは地域が変わってみよう
　昨年の夏以降、テレビや新聞などのメデ
ィアでオーバーツーリズムという言葉を目
にする機会が増えた。まるでコロナ禍か
ら回復した世界全体がオーバーツーリズ
ムにより混乱の渦に巻き込まれているよ
うに見えた。
　しかし、研究を進める中で明らかになっ
たのは、オーバーツーリズムはあくまで「状
態」を表す言葉であり、比喩的かつ主観的
なものだということだ。例えば、「頭が割れ
そう」は頭が痛い症状を表すが、その原因
は重大な脳疾患かもしれないし、ただの
二日酔いかもしれない。また、痛さを強調
するために「割れそう」と例えているが、そ
の痛みを客観的に数値化することは難し
い。オーバーツーリズムとは、いわば「頭
が割れそう」と同じような状態を示す言葉
であり、その原因を定量的に定義できな
い、実体のないものだと言うことができ
る。我々は、観光客の増加によって発生す
る諸課題を「オーバーツーリズム」という言
葉でひとまとめにして、よくわからないパン
ドラの箱に詰め込んでいるだけなのかも
しれない。
　とはいえ産業の成長に課題はつきもの
であり、複雑に絡み合う問題を一つ一つ
紐解いて乗り越えていく必要がある。そう
いう意味で我々は、健全に、課題に向き合
っている状態とも言える。
　観光客のコントロールによって現状を変
えるのは非常に難しい。来るなと言っても
来るし、マナーを守れと言っても破るだろ
う。しかし、地域や私たちは変わることが
できる。観光客の増加による変化や脅威
をチャンスととらえることができるか否か
が、観光産業の成長のカギになるだろう。

13 March  2024

図9 台東区北部周辺の
       平日通勤時間帯のヒートマップ

2022年10月～の1年間について、平日通勤時間帯の人流（区
外居住者）を表示。北部エリア（緑枠内）の住民が利用する三
ノ輪駅や地下鉄/TX浅草駅で混雑が発生している（南千住駅
については区外であるため表示されていない）

©OpenStreetMap©OpenStreetMap

①�「住民の居住歴が長い」「公共交
通機関の選択肢が少ない」「旅行
者と住民の生活導線が重なる」地
域で住民感情の悪化する可能性

②�観光客のマネジメントだけでな
く、住民の暮らしやすさへの観点
から土木・交通との連携も必要

都市型 （観光ハブ都市）

台東区北部エリアの課題は

不利益

地下鉄三ノ輪駅地下鉄三ノ輪駅

地下鉄/地下鉄/
TX浅草駅TX浅草駅

地下鉄地下鉄
浅草駅浅草駅

地下鉄/地下鉄/
TX南千住駅TX南千住駅
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表１  旅客便数の戻り状況

空港

2023年
冬期旅客便数
（便/週）

2019年
対⽐

成⽥空港 1334.0 -21%
⽻⽥空港 982.0 21%
関⻄国際空港 992.5 -25%
中部国際空港 207.0 -54%
福岡空港 392.0 24%
新千歳空港 123.0 -20%
那覇空港 123.0 -34%
その他の空港 158.0 -43%
合計 4311.5 -17%

周遊ルートはどう違う？
市場によって

じゃらんリサーチセンター×ブログウォッチャー共同研究

日本政府観光局が今年1月に発表した訪日外客数の年間推計値によると、
2023年の年間訪日外客数は2500万人を超え、3000万人超えも視野に入ってきた。
ポストコロナの時代を迎え、インバウンド市場は順調に回復しているといえる。
一方で、都市部への旅行者の集中などの課題も浮き彫りになっており、
オーバーツーリズムを避けるためにも、“地方分散”は今後不可欠な要素になっている。
本特集では、旅行者の“周遊ルート”を地図上に可視化することで見えてくる
 “地方分散”の可能性と、ターゲット市場ごとの戦略立案のポイントを考察する。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
順
調
に
回
復 

し
か
し
、
地
方
分
散
が
課
題

　
日
本
政
府
観
光
局
が
２
０
２
４
年
1
月

17
日
に
発
表
し
た
訪
日
外
客
数
の
年
間
推

計
値
に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年
の
年
間
訪

日
外
客
数
は
２
５
０
６
万
６
１
０
０
人
と

２
０
１
９
年
比
の
８
割
程
度
ま
で
回
復
。

２
０
２
３
年
10
月
と
12
月
に
は
単
月
で
も

２
０
１
９
年
比
１
０
０
％
を
超
え
て
お
り
、

訪
日
外
客
数
が
過
去
最
多
だ
っ
た
２
０
１

９
年
の
３
１
８
８
万
２
０
０
０
人
の
水
準

も
間
近
だ
。
ま
た
、
２
０
２
３
年
の
訪
日

外
国
人
旅
行
消
費
額（
速
報
値
）
は
す
で

に
過
去
最
高
の
5
兆
円
２
９
２
３
億
円
と

な
っ
て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は
順

調
に
回
復
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
現
在
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

が〝
都
市
部
集
中
〞
と
い
う
課
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
も
確
か
だ
。
表
1
の
通
り
、

各
空
港
の
旅
客
便
数
の
戻
り
状
況
に
は
地

域
ご
と
に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
ま

た
、
図
１
の
よ
う
に
都
市
部
へ
の
宿
泊
の

集
中
は
、
２
０
１
９
年
と
比
べ
て
も
顕
著
。

そ
の
た
め
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
避

け
て
、
旅
行
者
と
地
域
の
双
方
に
と
っ
て

満
足
度
の
高
い
状
況
を
醸
成
す
る
た
め
に

は
、〝
地
方
分
散
〞
が
カ
ギ
と
な
る
。

　
で
は
、〝
地
方
分
散
〞
の
た
め
に
何
が
必

要
な
の
だ
ろ
う
か
。
島
国
で
あ
る
日
本
で

は
、
地
方
空
港
の
回
復
や
ク
ル
ー
ズ
船
の

復
活
な
ど
、
外
国
人
旅
行
者
が
イ
ン
・
ア

ウ
ト
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
よ
り
幅
広
く
整

備
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
ひ
と
た
び
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
旅

行
者
の
動
線
＝〝
周
遊
ル
ー
ト
〞
を
、
地

方
部
を
含
む
よ
り
広
範
な
エ
リ
ア
に
分

散
・
拡
大
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

　
本
特
集
で
は
、
外
国
人
旅
行
者
の〝
周

遊
ル
ー
ト
〞
を
可
視
化
し
た
地
図
を
足
が

か
り
に
、
旅
行
者
を
地
域
に
呼
び
込
む 

〝
地
方
分
散
〞
の
道
筋
を
考
察
し
た
い
。
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インバウンド
地方分散研究
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図3  エリアルート戦略推進での課題/解決仮説

出典：国土交通省調査『2023年冬期スケジュール期間
（2023年10月29日～2024年３月30日）の事業計画』
https://www.mlit.go.jp/koku/content/001707036.
pdf?fbclid=IwAR1VkIjT6FP_pvnk0xrRIjHb5vHOt8s
9PMdl4T4a7-cIwss6VcRl6-7cE7I

羽田空港と福岡空港だけが2019年の水準
より高く、その他の便はまだ回復しきれてい
ない。特に中部国際空港の−54％やその他
空港の−43％にはまだまだ伸び代がありそ
うだ

出典：観光庁『宿泊旅行統計調査』
※三大都市圏とは、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
　愛知県、京都府、大阪府、兵庫県

2023年
1〜10⽉平均

2019年
1〜10⽉平均

三⼤都市圏※の
宿泊率⽐較

2019年度の64.4%に対して2023年度は
72.5％と、都市部への集中は高まっている。
観光庁の『観光立国推進基本計画』におい
ても、訪日外国人旅行者1人当たり地方部
宿泊数の増加が目標となっている

表１  旅客便数の戻り状況

空港

2023年
冬期旅客便数
（便/週）

2019年
対⽐

成⽥空港 1334.0 -21%
⽻⽥空港 982.0 21%
関⻄国際空港 992.5 -25%
中部国際空港 207.0 -54%
福岡空港 392.0 24%
新千歳空港 123.0 -20%
那覇空港 123.0 -34%
その他の空港 158.0 -43%
合計 4311.5 -17%

ト
戦
略
に
は
課
題
も
あ
る
。
ま
ず
、
多
く

の
旅
行
者
が
訪
れ
る〝
主
要
周
遊
ル
ー
ト
〞

を
把
握
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
効
率
的
な

戦
略
は
立
て
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん 

〝
主

要
周
遊
ル
ー
ト
〞
と
自
地
域
と
の
距
離
感

に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
課
題
も
異
な
っ
て

く
る
は
ず
だ
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー（
以
下
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
×
ブ
ロ
グ
ウ

ォ
ッ
チ
ャ
ー
社
の
共
同
研
究
と
し
て
、
①

「
主
要
周
遊
ル
ー
ト
の
可
視
化
」
と
②「
地

域
ご
と
の
ル
ー
ト
課
題
を
把
握
す
る
た
め

の
診
断
チ
ャ
ー
ト
の
設
計
」
に
取
り
組
ん

だ
。
具
体
的
に
は
、
ブ
ロ
グ
ウ
ォ
ッ
チ
ャ

ー
社
の『
デ
ジ
タ
ル
観
光
統
計（
訪
日
版
）』

を
活
用
し
、
都
道
府
県
ご
と
の
訪
問
率
の

算
出
や
宿
泊
ロ
グ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
周
遊

ル
ー
ト
の
ラ
ン
キ
ン
グ
化
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
出
入
国
在
留
管
理
庁『
出
入
国
管
理

統
計
統
計
表
』
か
ら
空
港
ご
と
の
入
出
国

者
数
を
算
出
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
地
図

上
に
プ
ロ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
①「
主
要
ル

ー
ト
の
可
視
化
」
を
試
み
た（
Ｐ
16
〜
18
）。

ま
た
、
主
要
周
遊
ル
ー
ト
と
各
地
域
の
距

離
感
・
関
係
性
を
軸
に
考
え
る
②「
地
域

ご
と
の
ル
ー
ト
課
題
を
把
握
す
る
た
め
の

診
断
チ
ャ
ー
ト
の
設
計
」
と「
新
た
な
周

遊
モ
デ
ル
ル
ー
ト
の
検
討
ス
テ
ッ
プ
案
」

を
提
案
す
る
。

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

の
詳
細
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

旅
行
者
の
動
線
を
踏
ま
え 

自
地
域
の
可
能
性
を
考
え
る

　
前
述
の
通
り
、
現
在
の
外
国
人
旅
行
者

は
三
大
都
市
圏
に
集
中
す
る
傾
向
が
強
く
、

今
後
は
地
方
部
に
も
分
散
し
た
新
た
な
周

遊
ル
ー
ト
の
設
計
が
必
要
と
な
る
。
で
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て〝
分
散
化
さ
れ
た
新
た

な
ル
ー
ト
〞
に
自
地
域
を
組
み
込
ん
で
い

く
べ
き
か
。
そ
の
際
に
役
立
て
ほ
し
い
の

が
、
図
2
の「
エ
リ
ア
ル
ー
ト
戦
略
試
算

フ
レ
ー
ム
」
だ
。
詳
細
は
、
本
誌
２
０
２

３
年
９
月
号
第
１
特
集『
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

都
道
府
県
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
研
究
』
を
参

照
い
た
だ
き
た
い
が
、
端
的
に
言
え
ば
出

入
国
ポ
イ
ン
ト
や
滞
在
エ
リ
ア
、
滞
在
日

数
か
ら
外
国
人
旅
行
者
の
旅
程
の
全
体
像

を
把
握
。
広
域
の
周
遊
ル
ー
ト
の
な
か
で

自
地
域
が
採
る
べ
き
戦
略
を
計
画
し
て
い

く
た
め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
だ
。

　
た
だ
し
、
図
3
の
通
り
、
エ
リ
ア
ル
ー

ブログウォッチャー社『デジタル観光統計（訪⽇版）』を活⽤し、
ルートに焦点をあてて共同研究を開始

インアウトの空海港をイメージした上で、⾃地域は旅程でどこに⼊っているか、
前後のエリアはどこで、何をして滞在しているかの把握が必須！

課題
エリアルート戦略を立てるために、⾃地域の状況を把握する必要があるが、 

「全国でどのようなルートが主要なのか」「⾃地域は主要ルートに⼊っているのか」が不明瞭。

課題解決の仮説①
全国＋地域ブロック別の主要周遊ルートを
ランキング化。日本地図にルートを可視化
する。

課題解決の仮説②
⾃地域が主要周遊ルートに⼊っている場合、
⼊っていない場合にあわせて、ルート課題を
把握できる診断チャートを作成。

「誰に」「いつ」「何」を
差別化して

消費獲得するか

64.4%
72.5%

出国する
空海港

⼊国する
空海港

連携地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

⾃地域の
人気スポット

⾃地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

⽇本全体の広域ルート

図2  エリアルート戦略試算フレーム 「インバウンド都道府県ポジショニング研究」より

⾃地域の狭域ルート
直後の滞在エリア直前の滞在エリア
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図4  市場別の全国主要周遊ルート概要MAP （2023年1〜9月分）

全国主要周遊ルートに含まれる
都道府県数（市場別）

市場
主要周遊ルート

20位以内に入る都道府県数 （％）

台湾 21 45%

韓国 19 40%

タイ 17 36%

アメリカ 12 26%

オーストラリア 11 23%

イギリス 11 23%

出典：2023年ブログウォッチャー調査
「デジタル観光統計（訪日版）」

下記の表は、市場別の主要周遊ルートに入る都道府県
数を表したもの。6市場のなかで最も地方分散が進んで
いる台湾でさえ、21都道府県にとどまっており、全都道
府県の半数以下。オーストラリアやイギリスは11都道府
県と全体の23％。外国人旅行者が訪れる都道府県はか
なり限定されていることがわかる。

ア
ジ
ア
は
分
散
、
欧
米
豪
は
集
中
!? 

市
場
ご
と
の
主
要
周
遊
ル
ー
ト

　
図
4
は
、
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
、

韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の

６
市
場
の
主
要
周
遊
ル
ー
ト
を
大
ま
か
に

表
し
た
も
の
だ
。

　
本
稿
に
お
け
る〝
周
遊
ル
ー
ト
〞
と
は
、

宿
泊
ロ
グ
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
３
つ
以

上
の
都
道
府
県
の
組
み
合
わ
せ
を
ル
ー
ト

化
し
た
も
の（
都
道
府
県
は
順
不
同
）。
さ

ら
に
、
そ
の
周
遊
ル
ー
ト
を
ラ
ン
キ
ン
グ

化
し
、
上
位
20
に
入
っ
た
も
の
を
、〝
主
要

周
遊
ル
ー
ト
〞
と
定
義
づ
け
て
い
る
。

　
図
4
の
市
場
別
の
主
要
周
遊
ル
ー
ト
概

要
マ
ッ
プ
か
ら
は
、
国
に
よ
っ
て
異
な
る

周
遊
ル
ー
ト
の
特
性
が
見
て
取
れ
る
。
た

と
え
ば
台
湾
や
韓
国
、
タ
イ
と
い
う
ア
ジ

ア
の
国
々
は
、
英
米
豪
に
比
べ
て
地
方
に

分
散
す
る
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
内
や
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
内
な
ど
、
近

距
離
で
の
周
遊
の
組
み
合
わ
せ
が
多
い
こ

と
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
英
米
豪

は
東
京
〜
大
阪
ル
ー
ト
に
集
中
し
て
い
る

も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
は
広
島
ま
で
含
む
ル

ー
ト
が
や
や
多
め
だ
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
北
海
道
が
主
要
周
遊
ル
ー
ト
に

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
国
ご
と
の

主
要
周
遊
ル
ー
ト
を
可
視
化
す
る
こ
と
は
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
絞
り
込
み
や
各
地
域

の
戦
略
立
案
に
役
立
つ
は
ず
だ
。

16

地図で読み解く
インバウンド
地方分散研究

日
本
地
図
を
俯
瞰
し
て
考
え
る
と

地
域
分
散
の
カ
ギ
が
見
え
て
く
る
!?

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
た
ち
は
、ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
旅
を
し
て
い
る
の
か
。

都
道
府
県
ご
と
の
滞
在
率
や
、宿
泊
ロ
グ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
都
道
府
県
の
組
み
合
わ
せ
、

空
港
ご
と
の
出
入
国
数
な
ど
を
日
本
地
図
に
プ
ロ
ッ
ト
し
て
み
る
と
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
ご
と
に
異
な
る
周
遊
ル
ー
ト
の
特
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

Thailand
タイ

America
アメリカ

Taiwan
台湾

Korea
韓国

Australia
オーストラリア

England
イギリス



全
国
各
地
に
分
散
し 

狭
域
で
周
遊
す
る
台
湾
の
人
々

　
続
い
て
は
、
市
場
ご
と
の
詳
細
を
見
て

い
き
た
い
。
図
5
は
、
台
湾
市
場
を
対
象

と
し
た
全
国
主
要
周
遊
ル
ー
ト
詳
細
Ｍ
Ａ

Ｐ
。
主
要
周
遊
ル
ー
ト
に
加
え
て
、
都
道

府
県
ご
と
の
滞
在
率
や
、
主
要
空
港
ご
と

の
出
入
国
者
数
を
ビ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
し
た

も
の
だ
。
地
図
の
周
囲
に
配
さ
れ
た
表
で

は
、
周
遊
ル
ー
ト
の
全
国
上
位
20
ル
ー
ト

と
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
主
要
周
遊
ル

ー
ト
上
位
３
ル
ー
ト
を
記
載
し
て
い
る
。

　
図
５
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
読
み

取
れ
る
。
た
と
え
ば
出
入
国
者
数
グ
ラ
フ

を
見
る
と
、
成
田
空
港
、
羽
田
空
港
、
関

西
国
際
空
港
に
次
い
で
、
福
岡
空
港
や
那

覇
空
港
、
千
歳
空
港
、
中
部
国
際
空
港
の

利
用
者
が
多
い
。
ま
た
、
周
遊
ル
ー
ト
の

全
国
ト
ッ
プ
20
を
見
る
と
、
東
京
都
と
大

阪
府
を
つ
な
ぐ
王
道
の
ル
ー
ト
で
は
な
く
、

千
葉
県
―
東
京
都
―
神
奈
川
県（
全
国
１

位
）や
、
京
都
府
―
兵
庫
県
―
大
阪
府（
全

国
３
位
）、
大
分
県
―
熊
本
県
―
福
岡
県

（
全
国
４
位
）
な
ど
、
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
内

で
周
遊
す
る
旅
行
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
北
海
道
や
沖
縄
県
を
含
む
ル

ー
ト
が
ト
ッ
プ
20
に
入
っ
て
い
る
こ
と
も
、

台
湾
市
場
の
特
徴
だ
。

　
さ
ら
に
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
周
遊

ル
ー
ト
を
見
る
と
、
北
海
道
や
沖
縄
県
は

関
西
と
関
東
を
組
み
合
わ
せ
て
巡
る
ル
ー

ト
が
多
い
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
、
宮
城
県
―
岩
手
県
―
青
森

県（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
内
１
位
／
全
国
31
位
）

や
、
愛
媛
県
―
香
川
県
―
高
知
県（
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
内
1
位
／
全
国
85
位
）、
大
分

県
―
熊
本
県
―
福
岡
県（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

内
１
位
／
全
国
４
位
）
な
ど
、
地
域
ブ
ロ

ッ
ク
内
で
完
結
す
る
周
遊
ル
ー
ト
が
上
位

に
入
る
傾
向
が
強
い
。

　
台
湾
の
詳
細
M
A
P
か
ら
は
、
い
わ
ゆ

る〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
〞
で
は
な
く
、

エ
リ
ア
を
絞
っ
て
地
域
を
巡
る
旅
行
者
の

存
在
を
読
み
取
れ
る
。
日
本
か
ら
の
距
離

が
近
く
、
地
方
空
港
へ
の
直
行
便
も
豊
富

な
台
湾
市
場
に
は
、
何
度
も
日

本
を
訪
れ
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
い
。
彼
ら
に
響
く
よ
う
な

明
確
な
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
地
方
分
散
の
可

能
性
も
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地域ブロック区分

ア
ジ
ア
は
分
散
、
欧
米
豪
は
集
中
!? 

市
場
ご
と
の
主
要
周
遊
ル
ー
ト

　
図
4
は
、
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
、

韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の

６
市
場
の
主
要
周
遊
ル
ー
ト
を
大
ま
か
に

表
し
た
も
の
だ
。

　
本
稿
に
お
け
る〝
周
遊
ル
ー
ト
〞
と
は
、

宿
泊
ロ
グ
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
３
つ
以

上
の
都
道
府
県
の
組
み
合
わ
せ
を
ル
ー
ト

化
し
た
も
の（
都
道
府
県
は
順
不
同
）。
さ

ら
に
、
そ
の
周
遊
ル
ー
ト
を
ラ
ン
キ
ン
グ

化
し
、
上
位
20
に
入
っ
た
も
の
を
、〝
主
要

周
遊
ル
ー
ト
〞
と
定
義
づ
け
て
い
る
。

　
図
4
の
市
場
別
の
主
要
周
遊
ル
ー
ト
概

要
マ
ッ
プ
か
ら
は
、
国
に
よ
っ
て
異
な
る

周
遊
ル
ー
ト
の
特
性
が
見
て
取
れ
る
。
た

と
え
ば
台
湾
や
韓
国
、
タ
イ
と
い
う
ア
ジ

ア
の
国
々
は
、
英
米
豪
に
比
べ
て
地
方
に

分
散
す
る
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
内
や
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
内
な
ど
、
近

距
離
で
の
周
遊
の
組
み
合
わ
せ
が
多
い
こ

と
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
英
米
豪

は
東
京
〜
大
阪
ル
ー
ト
に
集
中
し
て
い
る

も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
は
広
島
ま
で
含
む
ル

ー
ト
が
や
や
多
め
だ
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
北
海
道
が
主
要
周
遊
ル
ー
ト
に

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
国
ご
と
の

主
要
周
遊
ル
ー
ト
を
可
視
化
す
る
こ
と
は
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
絞
り
込
み
や
各
地
域

の
戦
略
立
案
に
役
立
つ
は
ず
だ
。

17 March  2024

 関西 順位
京都府ー兵庫県ー大阪府 3
京都府ー大阪府ー奈良県 6
京都府ー大阪府ー東京都 8
 中国 順位
京都府ー大阪府ー岡山県 43
京都府ー兵庫県ー大阪府ー岡山県 73
兵庫県ー大阪府ー岡山県 84
 四国 順位
愛媛県ー香川県ー高知県 85
岡山県ー愛媛県ー香川県 92
岡山県ー広島県ー香川県 120

全国トップ２０
 周遊都道府県 順位 出現率
千葉県ー東京都ー神奈川県 1 4.50%
千葉県ー山梨県ー東京都 2 3.48%
京都府ー兵庫県ー大阪府 3 3.43%
大分県ー熊本県ー福岡県 4 1.99%
千葉県ー埼玉県ー東京都 5 1.68%
京都府ー大阪府ー奈良県 6 1.41%
山梨県ー東京都ー神奈川県 7 1.34%
京都府ー大阪府ー東京都 8 1.33%
千葉県ー東京都ー長野県 9 1.15%
千葉県ー大阪府ー東京都 10 1.13%
埼玉県ー東京都ー神奈川県 11 0.99%
千葉県ー東京都ー静岡県 12 0.85%
京都府ー大阪府ー滋賀県 13 0.81%
東京都ー神奈川県ー静岡県 14 0.76%
千葉県ー山梨県ー東京都ー神奈川県 15 0.72%
大分県ー熊本県ー福岡県ー長崎県 16 0.61%
岐阜県ー愛知県ー石川県 17 0.61%
熊本県ー福岡県ー長崎県 18 0.55%
千葉県ー東京都ー群馬県 19 0.52%
北海道ー千葉県ー東京都 20 0.52%

図5  台湾の全国主要周遊ルート詳細MAP
       （2023年1〜9月分）
地域ブロックトップ3
 北海道 順位
北海道ー千葉県ー東京都 20
北海道ー東京都ー神奈川県 30
北海道ー大阪府ー東京都 36
 東北 順位
宮城県ー岩手県ー青森県 31
宮城県ー岩手県ー秋田県 48
宮城県ー東京都ー青森県 50
 関東 順位
千葉県ー東京都ー神奈川県 1
千葉県ー山梨県ー東京都 2
千葉県ー埼玉県ー東京都 5
 中部 順位
千葉県ー東京都ー静岡県 12
東京都ー神奈川県ー静岡県 14
岐阜県ー愛知県ー石川県 17
 北陸信越 順位
千葉県ー東京都ー長野県 9
岐阜県ー愛知県ー石川県 17
東京都ー神奈川県ー長野県 22

 九州 順位
大分県ー熊本県ー福岡県 4
大分県ー熊本県ー福岡県ー長崎県 16
熊本県ー福岡県ー長崎県 18
 沖縄 順位
千葉県ー東京都ー沖縄県 94
東京都ー沖縄県ー神奈川県 121
京都府ー大阪府ー沖縄県 180

北海道 北海道  
東北 青森県、岩手県、宮城県、福島県、
 秋田県、山形県
関東 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、
 千葉県、東京都、神奈川県、山梨県
北陸信越 新潟県、長野県、富山県、石川県
中部 静岡県、愛知県、岐阜県、三重県、
 福井県
関西 滋賀県、京都府、大阪府、奈良県、
 和歌山県、兵庫県
中国 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、
 山口県  
四国 徳島県、香川県、愛媛県、高知県 
九州 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、
 大分県、宮崎県、鹿児島県 
沖縄 沖縄県

脚注1
集計期間	 2023年1-9月
出入国者数	 出入国在留管理庁『出入国管理統計統計表』より

空港ごとの出入国者数を算出し、1万人以上利用者
がある空港をマッピング

訪問率	 ブログウォッチャー『デジタル観光統計（訪日版）』
より都道府県ごとの訪問率を算出 

（N数=1,250,939）
周遊ルート	 宿泊ログをベースに、日本旅程日数3日以上20日

以内、都道府県ごとの組み合わせ数3以上でルート
化。プロットした点は各都道府県庁所在地。順番
はランダム表記 

（N数=47,074、周遊ルートパターン数＝1,874）
地域ブロック	地方運輸局が管轄する単位で分類

from 

凡例 
■■■■        旅行者の訪問率
※色が濃いほど訪問率が高い
■主要空港の出入国者数
■都道府県別で見る
　旅行者の周遊ルート



ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
す
る 

ア
メ
リ
カ
市
場
の
旅
行
者
た
ち

　
図
6
の
ア
メ
リ
カ
の
全
国
主
要
周
遊
ル

ー
ト
詳
細
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
出
入
国
者
数
を
表
す
棒
グ
ラ
フ
で

は
、
成
田
空
港
、
羽
田
空
港
、
関
西
国
際

空
港
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
全
国
主
要
周
遊
ル
ー
ト
ト
ッ
プ
20

を
見
る
と
、
東
京
都
〜
大
阪
府
間
の
い
わ

ゆ
る〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
〞
と
呼
ば
れ

る
エ
リ
ア
内
に
周
遊
ル
ー
ト
が
集
中
。
ト

ッ
プ
10
に
登
場
す
る
都
道
府
県
の
す
べ
て

を
、
関
東
と
関
西
が
占
め
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
で
、
唯
一〝
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
〞
か
ら
足
を
延
ば
し
て
訪
れ
ら
れ

て
い
る
場
所
が
広
島
県
だ
。

　
都
道
府
県
ご
と
の
訪
問
率
に
お
い
て
も
、

主
要
周
遊
ル
ー
ト
上
の
都
道
府
県
が
多
い

が
、
そ
の
他
で
は
北
海
道
や
青
森
県
、
宮

城
県
、
福
岡
県
が
高
め
の
数
値
だ
。

　
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
主
要
ル
ー
ト
上

位
３
で
は
、
北
海
道
―
東
京
都
―
神
奈
川

県（
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
1
位
／
全
国
21
位
）

や
、
宮
城
県
―
東
京
都
―
神
奈
川
県（
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
1
位
／
全
体
48
位
）、
東
京

都
―
神
奈
川
県
―
福
岡
県（
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
1
位
／
全
体
42
位
）
な
ど
、
各
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
と
も
に
東
京
都
や
千
葉
県
、
大
阪

府
と
組
み
合
わ
せ
た
ル
ー
ト
が
多
い
。
こ

れ
は
、
大
多
数
の
旅
行
者
が
、
羽
田
空
港
、

成
田
空
港
、
関
西
国
際
空
港
を
利
用
す
る

影
響
だ
ろ
う
。
ま
た
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
の
人
気
都
道
府
県
を
整
理
す
る
と
、
東

北
は
宮
城
県
、
北
陸
信
越
は
石
川
県
と
長

野
県
、
中
部
は
静
岡
県
と
愛
知
県
、
中
国

は
広
島
県
、
四
国
は
愛
媛
県
、
九
州
は
福

岡
県
が
上
位
と
な
っ
て
い
る
。

　
台
湾
市
場
と
は
対
称
的
に
、
ア
メ
リ
カ

市
場
は〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
〞
に
集
中

し
て
い
る
。
そ
れ
は
裏
返
せ
ば
、
地
方
分

散
化
へ
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
ず
は
、 「〝
ゴ
ー
ル

デ
ン
ル
ー
ト
〞
か
ら
一
歩
先
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
の
地
域
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
か
も
し

れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
場
ご
と
の
全

国
主
要
周
遊
ル
ー
ト
詳
細
Ｍ
Ａ
Ｐ

は
、
地
域
の
戦
略
立
案
の
手
が
か

り
に
な
る
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
全
10
市

場
分
の
詳
細
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
制
作
す
る

予
定
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

地図で読み解く
インバウンド
地方分散研究
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地域ブロック区分
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全国トップ２０
 周遊都道府県 順位 出現率
京都府ー大阪府ー東京都 1 5.80%
千葉県ー東京都ー神奈川県 2 2.73%
埼玉県ー東京都ー神奈川県 3 2.58%
千葉県ー埼玉県ー東京都 4 1.98%
京都府ー東京都ー神奈川県 5 1.86%
京都府ー大阪府ー東京都ー神奈川県 6 1.35%
大阪府ー東京都ー神奈川県 7 1.34%
京都府ー千葉県ー大阪府ー東京都 8 1.27%
京都府ー千葉県ー東京都 9 1.25%
千葉県ー大阪府ー東京都 10 1.15%
京都府ー広島県ー東京都 11 0.81%
京都府ー大阪府ー広島県ー東京都 12 0.63%
京都府ー兵庫県ー大阪府 13 0.55%
兵庫県ー大阪府ー東京都 14 0.55%
大阪府ー広島県ー東京都 15 0.55%
東京都ー神奈川県ー静岡県 16 0.52%
埼玉県ー大阪府ー東京都 17 0.51%
千葉県ー東京都ー茨城県 18 0.50%
愛知県ー東京都ー神奈川県 19 0.47%
京都府ー山梨県ー東京都 20 0.47%

脚注1
集計期間	 2023年1-9月
出入国者数	 出入国在留管理庁『出入国管理統計統計表』より

空港ごとの出入国者数を算出し、1万人以上利用者
がある空港をマッピング

訪問率	 ブログウォッチャー『デジタル観光統計（訪日版）』
より都道府県ごとの訪問率を算出 

（N数=2,416,080）
周遊ルート	 宿泊ログをベースに、日本旅程日数3日以上20日

以内、都道府県ごとの組み合わせ数3以上でルート
化。プロットした点は各都道府県庁所在地。順番
はランダム表記 

（N数=103,450、周遊ルートパターン数＝3,387）
地域ブロック	地方運輸局が管轄する単位で分類

図6  アメリカの全国主要周遊ルート詳細MAP
       （2023年1～9月分）
地域ブロックトップ3
 北海道 順位
北海道ー東京都ー神奈川県 21
北海道ー埼玉県ー東京都 44
北海道ー千葉県ー東京都 46
 東北 順位
宮城県ー東京都ー神奈川県 48
埼玉県ー宮城県ー東京都 79
東京都ー神奈川県ー福島県 85
 関東 順位
京都府ー大阪府ー東京都 1
千葉県ー東京都ー神奈川県 2
埼玉県ー東京都ー神奈川県 3
 中部 順位
東京都ー神奈川県ー静岡県 16
愛知県ー東京都ー神奈川県 19
京都府ー大阪府ー愛知県ー東京都 26
 北陸信越 順位
京都府ー東京都ー石川県 38
東京都ー神奈川県ー長野県 54
京都府ー大阪府ー東京都ー石川県 60

 関西 順位
京都府ー大阪府ー東京都 1
京都府ー東京都ー神奈川県 5
京都府ー大阪府ー東京都ー神奈川県 6
 中国 順位
京都府ー広島県ー東京都 11
京都府ー大阪府ー広島県ー東京都 12
大阪府ー広島県ー東京都 15
 四国 順位
千葉県ー愛媛県ー東京都 142
京都府ー広島県ー愛媛県ー東京都ー神奈川県 198
兵庫県ー大阪府ー愛媛県 230

北海道 北海道  
東北 青森県、岩手県、宮城県、福島県、
 秋田県、山形県
関東 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、
 千葉県、東京都、神奈川県、山梨県
北陸信越 新潟県、長野県、富山県、石川県
中部 静岡県、愛知県、岐阜県、三重県、
 福井県
関西 滋賀県、京都府、大阪府、奈良県、
 和歌山県、兵庫県
中国 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、
 山口県  
四国 徳島県、香川県、愛媛県、高知県 
九州 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、
 大分県、宮崎県、鹿児島県 
沖縄 沖縄県

 九州 順位
東京都ー神奈川県ー福岡県 42
大阪府ー東京都ー福岡県 47
京都府ー大阪府ー東京都ー福岡県 56
 沖縄 順位
千葉県ー東京都ー沖縄県 57
東京都ー沖縄県ー神奈川県 70
大阪府ー東京都ー沖縄県 84

from 

凡例 
■■■■        旅行者の訪問率
※色が濃いほど訪問率が高い
■主要空港の出入国者数
■都道府県別で見る
　旅行者の周遊ルート



集中エリアの分散⼿法として、
時間や季節を加味しながら、
⼈気スポットと他スポットを
繋ぐ分散ルートを訴求する

全国主要周遊ルートから⽇帰り圏内か？

全国主要周遊ルート 全国主要周遊ルート 全国主要周遊ルート 全国主要周遊ルート

診断A
⼀部のエリアに集中している
（例：オーバーツーリズム）

分散 ⽇帰り圏内で⽴ち寄る

地域ブロック周遊
ルートの認知獲得or
主要ルートと接続

⽬的地になる
スポットの
磨き上げ＆
認知強化

地⽅ブロック
主要周遊ルート

地⽅ブロック
主要周遊ルート

診断B
全国主要周遊ルートから近い
が滞在されていない
（例：空港やJRパスの駅がある
が通過されていたり、近いが
滞在されていない）

⾃地域と繋ぎやすい主要周遊
ルートから⽴ち寄りの旅程タ
イミングを決めて、⽴ち寄りス
ポットを磨き上げてルート化
して訴求する（デイトリップツ
アーの造成などで認知を上げ
ながら、ゆくゆくは宿泊への
発展も⽬指す）

診断C
全国主要周遊ルートから⼤き
く離れていている
（例：ゴールデンルートから離
れているが、直⾏便がある地
⽅空港からは近め）

⾃地域が含まれる地域ブロッ
ク主要周遊ルートの認知強化
（リピーターのターゲティング
や地⽅空港とも連携して増便
もできるとなおよい）。または、
全国主要周遊ルートの⾃地域
の⼈気スポットを繋いだ新ル
ートを訴求する

診断D
全国主要周遊ルートも地域ブ
ロック主要周遊ルートも離れ
ている
（例：どの空港からも離れてい
る秘境的なエリア）

全国主要周遊ルートも地域ブ
ロック主要周遊ルートも含ま
れていないため、⽬的地になり
えるポテンシャルスポットの磨
き上げを強化。広域推奨ルー
トに繋いで、アクセス⼿法＋
魅⼒的な過ごし⽅＋宿泊施設
までセットで訴求する

図7  市場別周遊ルート診断チャート
全国主要周遊ルートに⼊っているか?

周
遊
ル
ー
ト
と
の
距
離
感
が 

地
域
ご
と
の
戦
略
立
案
の
カ
ギ

 

〝
地
方
分
散
化
〞
が
進
み
、
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
内
を
周
遊
す
る
旅
行
者
の
多
い
台
湾
や
、

王
道
の〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
〞
を
旅
す

る
人
が
多
い
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
国
に
よ
っ

て
主
要
周
遊
ル
ー
ト
は
大
き
く
異
な
る
。

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
か
。

　
図
７
の
診
断
チ
ャ
ー
ト
の
通
り
、
カ
ギ

と
な
る
の
は
、
市
場
ご
と
の
主
要
周
遊
ル

ー
ト
と
自
地
域
の
距
離
感
だ
。

　
た
と
え
ば
、
自
地
域
が
主
要
周
遊
ル
ー

ト
の
一
部
に
あ
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
よ
う
に
一
部
の
エ
リ
ア
へ
の
集
中
が

課
題
の
場
合
は
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
そ
の

他
の
ス
ポ
ッ
ト
を
つ
な
い
で
、
時
間
や
季

節
も
加
味
し
た
分
散
ル
ー
ト
を
造
成
す
る

こ
と
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
旅
行
者
に
と

っ
て
も
満
足
度
の
高
い
旅
行
体
験
を
実
現

し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
自
地
域
が
主
要
周
遊
ル
ー
ト
上

に
は
な
い
も
の
の
日
帰
り
圏
内
の
場
合
は
、

魅
力
的
な
デ
イ
ト
リ
ッ
プ
ツ
ア
ー
を
造
成
。

ま
ず
は
地
域
の
認
知
度
を
上
げ
な
が
ら
、
将

来
的
に
宿
泊
地
に
育
て
て
い
け
る
と
良
い
。

　
ま
た
、
自
地
域
が
全
国
主
要
周
遊
ル
―

ト
か
ら
日
帰
り
圏
内
で
は
な
く
、
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
で
上
位
周
遊
ル
ー
ト
に
入
っ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
ル
ー
ト
の
認
知
を
高
め

て
リ
ピ
ー
タ
ー
中
心
に
訴
求
し
た
り
、
地

方
空
港
が
近
け
れ
ば
全
国
主
要
周
遊
ル
ー

ト
と
つ
な
ぐ
新
ル
ー
ト
を
訴
求
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
も
し
、
自
地
域
が
全
国
主
要

周
遊
ル
ー
ト
に
も
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
主

要
周
遊
ル
ー
ト
に
も
入
っ
て
い
な
い
場
合

は
、「
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
て
も
訪
れ
た
い
唯

一
無
二
の
秘
境
」
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
注
力
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
場
別
の
主
要
周
遊
ル

ー
ト
と
地
域
と
の
距
離
感
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
市
場
別
主
要
周
遊
ル
ー
ト
Ｍ
Ａ
Ｐ
と

図
7
の
診
断
チ
ャ
ー
ト
を
活
用
し
、
自
地

域
の
戦
略
の
方
向
性
を
見
定
め
た
い
。

周
遊
ル
ー
ト
を
軸
に
し
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
の
仮
説
を
立
て
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
ご
と
の
主
要
周
遊
ル
ー
ト
を
地
図
上
で
把
握
し
た
ら
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、自
地
域
に
外
国
人
旅
行
者
を
呼
び
込
む
た
め
の
具
体
的
な
手
法
を
考
え
た
い
。

こ
こ
か
ら
は
、市
場
別
主
要
周
遊
ル
ー
ト
と
自
地
域
と
の
関
係
性
を
判
断
す
る
た
め
の
診
断
チ
ャ
ー
ト
と

新
た
な
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
際
の
ス
テ
ッ
プ
案
を
ご
紹
介
す
る
。

地⽅ブロック主要周遊ルートに⼊っているか？

ルート課題

YES

YES

YES

NO

NO

NO

課題解決案
（イメージ図）

周遊ルートに
組み込みにくい

地図で読み解く
インバウンド
地方分散研究

イ
ン

ア
ウ
ト

イ
ン

ア
ウ
ト

イ
ン

ア
ウ
ト

イ
ン

ア
ウ
ト

ア
ウ
ト

イ
ン

ア
ウ
ト

イ
ン
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周
遊
ル
ー
ト
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
読
み
解
き 

さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
検
討
す
る

　
こ
こ
か
ら
は
、
福
岡
県
を
例
に
主
要
周

遊
ル
ー
ト
Ｍ
Ａ
Ｐ
と
診
断
チ
ャ
ー
ト
の
活

用
法
を
ご
紹
介
し
た
い
。
ぜ
ひ
台
湾
の
全

国
主
要
周
遊
ル
ー
ト
詳
細
Ｍ
Ａ
Ｐ（
Ｐ
17
）

と
ア
メ
リ
カ
の
全
国
主
要
周
遊
ル
ー
ト
詳

細
Ｍ
Ａ
Ｐ（
Ｐ
18
）
を
参
照
し
な
が
ら
、

読
み
進
め
て
ほ
し
い
。

　
台
湾
市
場
に
お
け
る
福
岡
県
は
、
全
国

主
要
周
遊
ル
ー
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
の
４
位
、

16
位
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
チ
ャ

ー
ト
で
は
診
断
Ａ
に
該
当
し
て
い
る
。
台

湾
か
ら
は
福
岡
空
港
へ
の
直
行
便
も
あ
る

た
め
出
入
国
者
数
が
多
い
こ
と
や
、
旅
行

者
の
訪
問
率
を
表
す
色
が
周
囲
の
都
道
府

県
に
比
べ
て
濃
い
こ
と
も
Ｍ
Ａ
Ｐ
か
ら
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
主
要
周

遊
ル
ー
ト
の
組
み
合
わ
せ
を
見
る
と
、
前

後
に
大
分
県
や
熊
本
県
を
訪
れ
て
い
る
旅

行
者
が
多
い
。
診
断
Ａ
に
該
当
す
る
都
道

府
県
で
は
、
一
部
の
エ
リ
ア
に
旅
行
者
が

集
中
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
滞
在
す
る
時
間
や
季
節

を
意
識
し
た
分
散
ル
ー
ト
の
訴
求
な
ど
が

効
果
的
と
い
え
る
。

　
一
方
、
ア
メ
リ
カ
市
場
に
お
け
る
福
岡

県
は
、
全
国
主
要
周
遊
ル
ー
ト
上
位
20
に

入
っ
て
い
な
い
た
め
、
チ
ャ
ー
ト
に
よ
る

診
断
は
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
可
能
性
が
あ
る
。

こ
こ
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
の
が
、
上
位
20

の
な
か
に
福
岡
県
か
ら
日
帰
り
圏
内
の
都

道
府
県
が
あ
る
か
否
か
だ
。
こ
こ
で
は
唯

一
、
福
岡
県
か
ら
新
幹
線
で
1
時
間
程
度

の
広
島
県
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
た
め
、

診
断
Ｂ
に
該
当
。
広
島
県
か
ら
の
日
帰
り

ル
ー
ト
を
訴
求
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
し
、
広
島
県
の
訪
問
率
を
表
す
色
は
、

大
阪
府
や
東
京
都
に
比
べ
て
薄
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
広
島
県
が
宿
泊
拠
点
に
な
っ
て

い
な
い
可
能
性
も
読
み
取
れ
る
た
め
、
広

島
県
と
福
岡
県
を
つ
な
ぐ
日
帰
り
ル
ー
ト

が
現
実
的
で
は
な
い
と
い
う
判
断
も
十
分

に
あ
り
え
る
だ
ろ
う
。

　
診
断
Ｂ
と
比
較
し
て
検
討
し
た
い
の
が
、

診
断
Ｃ
だ
。
福
岡
県
は
、
九
州
の
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
上
位
3
ル
ー
ト
の
す
べ
て
に
入
っ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
東
京
都
と
組
み
合
わ

せ
た
ル
ー
ト
な
の
で
、
東
京
都
と
福
岡
県

を
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
の
認
知
強
化
を
行
う
こ

と
で
、
ア
メ
リ
カ
人
旅
行
者
を
さ
ら
に
呼

び
込
め
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
図
と
チ
ャ
ー
ト
か
ら

は
多
く
の
選
択
肢
が
読
み
取
れ
る
。
上
の

コ
ラ
ム
で
は
、
診
断
に
対
し
て
福
岡
県
が

検
討
で
き
る
ア
ク
シ
ョ
ン
も
紹
介
す
る
。

全国主要周遊ルートから⽇帰り圏内か？

診断A
⼀部のエリアに集中している
（例：オーバーツーリズム）

診断B
全国主要周遊ルートから近い
が滞在されていない
（例：空港やJRパスの駅がある
が通過されていたり、近いが
滞在されていない）

診断C
全国主要周遊ルートから⼤き
く離れていている
（例：ゴールデンルートから離
れているが、直⾏便がある地
⽅空港からは近め）

診断D
全国主要周遊ルートも地域ブ
ロック主要周遊ルートも離れ
ている
（例：どの空港からも離れてい
る秘境的なエリア）

図8  福岡県の診断チャート例（台湾／アメリカ）
全国主要周遊ルートに⼊っているか?

地⽅ブロック主要周遊ルートに⼊っているか？

ルート課題

YES

YES

YES

NO

NO

NO

周遊ルートに
組み込みにくい

どちらの
可能性もあり

台湾 アメリカ アメリカ

ColumnColumn

20

福岡県×台湾で
検討したい戦略は？

福岡県×アメリカで
検討したい戦略は？

台湾市場の全国主要ルートトップ20
にランクインしているため、福岡県の
診断はA。福岡県内では、福岡市や
北九州市周辺に旅⾏者が集中する
傾向が強く、分散化が求められてい
る。旅⾏者の分散を考える際にまず
意識したいのが、主要周遊ルート内
の人気スポットや主要駅などの詳細
を把握することだ。たとえば、全国主
要周遊ルート4位の⼤分県―熊本県
―福岡県のルートでは、由布院温泉
や別府温泉（⼤分県）や黒川温泉、阿
蘇山、熊本城（熊本県）、中洲、太宰府
天満宮（福岡県）などが人気。これら
のスポットをつなぐルート上に新たな
立ち寄りスポットを組み込むことで、
分散化に寄与する新ルートを訴求す
ることができるだろう。

チャートによる診断はＢかC。Bの場
合は広島県からの日帰りルート訴求
を検討すべきだが、広島県が宿泊拠点
となっていないと難しい。そのため、
診断Cと判断し、東京都や⼤阪府から
福岡空港に飛ぶ広域ルートを造成し
たい。福岡県だけでルートの魅力が
弱い場合は、近県と組み合わせるの
も有効だ。たとえば、熊本の阿蘇で温
泉や自然を楽しんだ後に、中洲のナイ
トライフを体験し、翌日には長崎の平
和公園を訪れるなど、広い視野で旅程
をデザインしていくことがポイントだ。
また、アメリカのようなロングホール
市場は、アジアの国を複数回るルート
を検討するケースも。韓国のインチョ
ン空港や釜山と福岡県を組み合わせ
るプランなども検討する価値がある。

台湾市場では比較的メジャーな
福岡県だが、アメリカ市場ではま
だまだ訪問率は低め。このよう
に、1つの地域でも市場によって
立ち位置や課題は異なっている。



図9  新たな周遊モデルルートの検討ステップ案
 検討ステップ 詳細

St ep 1 ルート課題の把握 MAPと診断チャート使って、市場
別にルート課題を把握する。

St ep 2 狙いたい
主要周遊ルートの
候補決定

市場別に優先順位をつけて、自
地域で狙いたい主要ルートの候
補を、全国主要周遊ルートもしく
は、地域ブロック主要周遊ルート
から選定していく。

St ep 3 候補にした
ルートの
詳細を把握して
自地域の
入る余地を検討

候補にしたルートに対して、イン
アウトの空港、ルートで組み合わ
せになりやすい都道府県、人気
スポットを確認し、自地域でつな
げやすいエリアやスポットのあて
をつける。

St ep 4 候補にした
ルートと
比較しながら
自地域の強みを
決めて磨き上げ

候補にしたルートのスポットと比
較して、自地域はどのタイミング
で旅程に入る余地があるか、来訪
してもらう理由の仮説を設定し、
ポテンシャルがあるスポット中心
に磨き上げる（HP掲載やSNS投
稿で反応の良さ、公共交通機関
の活用やJRパスの範囲内でアク
セスの良さ、季節限定感など、他
データも重ねながらポテンシャル
の高い仮説を探していく）

St ep 5 候補にした
ルートとつないで
新モデル
ルートを作成

自地域で磨き上げた強みをベー
スに候補にしたルートと繋いで、
新モデルルート案をつくる。
※新モデルルート案を必ず現場
に行って確認し、アクセス上に課
題がないか洗い出して磨き上げ
も行う（電車の本数や運行時間、
スーツケースを持っての移動に無
理がないかなどを確認する）

タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
を
見
定
め 

新
た
な
ル
ー
ト
を
作
る
た
め
に

　
本
稿
の
最
後
に
ご
紹
介
し
た
い
の
が
、

自
地
域
を
含
む
新
た
な
ル
ー
ト
を
訴
求
す

る
際
の
ス
テ
ッ
プ
案
だ
。

　
詳
細
は
図
9
の
通
り
だ
が
、
ま
ず
は
日

本
全
体
の
主
要
ル
ー
ト
を
俯
瞰
し
、
自
地

域
の
立
ち
位
置
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
優
先
順
位
付
け
を
行
い
、

自
地
域
と
組
み
合
わ
せ
や
す
い
主
要
周
遊

ル
ー
ト
を
選
定
し
て
い
く
。
狙
い
た
い
主

要
周
遊
ル
ー
ト
が
決
ま
っ
た
ら
、
イ
ン
・

ア
ウ
ト
の
空
港
や
主
要
周
遊
ル
ー
ト
内
の

人
気
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
精
査
し
、
ル
ー
ト

と
相
性
の
良
い
ス
ポ
ッ
ト
や
テ
ー
マ
を
自

地
域
か
ら
見
つ
け
て
い
き
た
い
。

　
新
た
な
ル
ー
ト
に
あ
る
程
度
の
目
処
が

つ
い
た
ら
、
自
地
域
の
強
み
を
磨
き
上
げ

る
。
こ
の
際
、
動
態
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、

自
地
域
が
持
っ
て
い
る
各
種
デ
ー
タ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
口
コ
ミ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ

ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
精

度
の
高
い
磨
き
上
げ
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
実
際
に
新
た
な
モ
デ
ル
ル
ー
ト

を
作
成
す
る
際
に
は
、
入
念
な
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
も
必
須
と
な
る
。
大
き
な
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
移
動
す
る
外
国
人
旅

行
者
に
と
っ
て
、
不
慣
れ
な
異
国
で
の
移

動
は
想
像
以
上
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
机

上
の
空
論
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
実
際
に
現
地

に
足
を
運
ん
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
繰

り
返
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。

　
市
場
ご
と
の
周
遊
ル
ー
ト
を
把
握
し
、

自
地
域
の
立
ち
位
置
を
知
る
こ
と
。
課
題

を
明
確
に
し
、
仮
説
を
立
て
て
解
決
策
を

模
索
す
る
こ
と
。
頭
と
足
を
使
っ
て
、
新

た
な
ル
ー
ト
を
訴
求
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら

の
プ
ロ
セ
ス
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
歩
ず
つ
着
実
に

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
で
、
次
地

域
に
旅
行
者
を
呼
び
込
む
た
め
の
戦
略
立

案
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
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担当研究員より

じゃらんリサーチセンター
研究員

松本百加里
まつもとゆかり

『インバウンド都道府県ポジショ
ニング研究』など、インバウンドに
関する調査や研究を担当。2022
年7月より観光庁専門家派遣事
業に専門家として登録。

百聞は一見にしかず！
周遊データと現地視察を併用して
新たなルートを磨き続けよう
先日このデータ分析結果を使って、新たな
ルートを検討するための現地視察に行っ
た。データだけでは気づけない、磨き上げ
ポイントがいろいろ見えてきた。たとえ
ば、最寄り駅から次の訪問スポットと宿ま
で行くには徒歩だと想定より離れていた
り、レンタサイクルの台数が少ない、車の
交通量が多く自転車で走りにくいなど。
逆に宿泊施設、タクシー運転手、レンタサ
イクルの方と話すと良い発見もあった。レ
ンタサイクルは別の箇所と連携して台数
が足りないときはお互い紹介し合ってい
る、レンタサイクルマップで複数の道を紹
介、旅行者の代わりにタクシーを呼んでい
る、宿泊者へ希望の場所まで送迎サービ
スを提供など、まさに「百聞は一見にしか
ず」だった。必ず検討したルートは移動込
みで現地視察し、そこで仕入れた情報も
取り入れていただきたい。モニターツアー
でも移動を省略しすぎず、アクセスも含め
た課題を見つけることがおすすめだ。そし
て新たなルートを磨き上げて認知を高め
ていくには、情報発信～コンテンツ造成
～受け入れ整備を連動して推進する必要
がある。これはなかなか難易度が高い。
なぜなら行政組織は誘客、コンテンツ造
成、受け入れ整備とチームが分かれている
場合も多く、各チームが連動して動けるよ
う持続可能な体制を構築する必要がある
からだ。さらに、広域ルートを発信する場
合はJNTOや広域連携DMOと、受け入れ
整備をする場合は市区町村や観光事業
者との連携もより大切になる。そのよう
な数多い関係者と同じ方向性で会話す
るきっかけづくりに、本研究のデータを活
用していただきたいと分析を進め、地図で
視認性を高めることにも注力してみた。少
しでも地方分散の新たな道筋につながる
と幸いだ。



人気温泉地ランキング
2024

 発表！

じゃらん人気温泉地ランキング2024
調査概要と回答者プロフィール
調査概要　
調査期間　 2023年8月16日（水）〜2023年8月30日（水）
調査対象　 2022年8月〜2023年7月までに

レジャー目的での宿泊予約などを行った『じゃらんnet』会員
調査方法　 インターネット上でのアンケートを実施
有効回答数　　1万6107人
対象温泉地　全国の327温泉地（除く、東京都・沖縄県）を調査対象として設定
※温泉地名は調査時のものであり、一部の温泉地で呼称が異なる場合がある

回答者プロフィール（ｎ＝16,107）

居住地域

東北 
5.0％

東海  
13.5％

関東・
甲信越
38.1％北陸・

関西 
18.5％

中国・
四国 
7.4％

九州・
沖縄 
11.9％

北海道 
5.6％

性別 

男性
47.5％

女性
51.4％

無回答
1.0％

今年で18回目となった「じゃらん人気温泉地ランキング」。
全国1万6107人の投票により、全国327の温泉地から
各ランキングが決定。新型コロナウィルス感染症の位置付けが
５類に移行してから初めての投票。日常生活や旅行など、
人々の往来がコロナ禍前の状況にほぼ戻ったと言える中で、
支持された温泉地とは？各結果を基に、選ばれた理由を探っていく。
写真提供／ PIXTA（P25　温泉津温泉の町並み）

選ばれる
温泉地

王道から
おすすめ穴場温泉地まで

全国人気温泉地
ランキングベスト50

（ｎ＝16,107）

これまでに行ったことがある温泉地のうち
「もう一度行ってみたい」温泉地
（複数回答5つまで）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 草津温泉 群馬県 2918 2 扌
2 箱根温泉 神奈川県 2877 1 ➡
3 道後温泉 愛媛県 2187 4 扌
4 登別温泉 北海道 2053 3 ➡
5 有馬温泉 兵庫県 1622 7 扌
6 黒川温泉 熊本県 1590 6 ➡
7 別府温泉郷 大分県 1566 5 ➡
8 熱海温泉 静岡県 1490 8 ➡
9 下呂温泉 岐阜県 1455 10 扌

10 由布院温泉 大分県 1308 9 ➡
11 城崎温泉 兵庫県 1291 11 ➡
12 乳頭温泉郷 秋田県 1116 12 ➡
13 鬼怒川温泉 栃木県 990 16 扌
14 和倉温泉 石川県 973 15 扌
15 指宿温泉 鹿児島県 946 13 ➡
16 奥飛騨温泉郷 岐阜県 937 14 ➡
17 加賀温泉郷 石川県 887 19 扌
18 洞爺湖温泉 北海道 874 21 扌
19 蔵王温泉 山形県 861 17 ➡
20 定山渓温泉 北海道 846 24 扌

21 玉造温泉 島根県 844 22 扌
22 嬉野温泉 佐賀県 815 18 ➡
23 伊香保温泉 群馬県 804 23 ➡
24 奥入瀬渓流温泉・
十和田湖畔温泉 青森県 756 20 ➡

25 雲仙温泉 長崎県 721 26 扌
26 阿寒湖温泉 北海道 693 25 ➡
27 湯の川温泉 北海道 649 31 扌

28 秋保温泉 宮城県 647 29 扌
29 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 625 30 扌
30 銀山温泉 山形県 618 32 扌
30 霧島温泉
（霧島温泉郷、霧島神宮温泉郷、
妙見・安楽温泉郷、日当山温泉郷）

鹿児島県 618 27 ➡

32 飛騨高山温泉 岐阜県 616 33 扌
33 万座温泉 群馬県 590 28 ➡
34 湯河原温泉 神奈川県 510 34 ➡
35 層雲峡温泉 北海道 492 35 ➡
36 ニセコ温泉郷 北海道 472 39 扌
37 淡路島の温泉
（洲本温泉・南あわじ温泉郷・岩屋温泉）

兵庫県 460 37 ➡

38 那須温泉 栃木県 459 40 扌
39 十勝川温泉 北海道 450 46 扌
40 白浜温泉 和歌山県 447 36 ➡
41 三朝温泉 鳥取県 445 48 扌
42 四万温泉 群馬県 441 41 ➡
43 鳴子温泉郷 宮城県 436 42 ➡
44 修善寺温泉 静岡県 434 38 ➡
45 宇奈月温泉 富山県 402 49 扌
46 あわら温泉 福井県 398 45 ➡
47 皆生温泉 鳥取県 389 51 扌
48 白骨温泉 長野県 385 43 ➡
49 花巻温泉郷 岩手県 360 44 ➡
50 石和温泉 山梨県 359 82 扌
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全国あこがれ温泉地
ランキングベスト30
まだ行ったことはないが
「一度は行ってみたい」温泉地
（複数回答5つまで） （ｎ＝16,107）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 乳頭温泉郷 秋田県 2592 1 ➡

2 草津温泉 群馬県 2397 2 ➡

3 銀山温泉 山形県 2371 3 ➡

4 登別温泉 北海道 1919 6 扌

5 道後温泉 愛媛県 1904 4 ➡

6 由布院温泉 大分県 1792 5 ➡

7 有馬温泉 兵庫県 1598 7 ➡

8 箱根温泉 神奈川県 1569 9 扌

9 下呂温泉 岐阜県 1521 8 ➡

10 熱海温泉 静岡県 1420 11 扌

11 黒川温泉 熊本県 1380 10 ➡

12 別府温泉郷 大分県 1337 12 ➡

13 指宿温泉 鹿児島県 1278 13 ➡

14 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 1256 14 ➡

15 鬼怒川温泉 栃木県 1124 15 ➡

16 奥入瀬渓流温泉・
十和田湖畔温泉 青森県 851 17 扌

17 蔵王温泉 山形県 806 19 扌

18 加賀温泉郷 石川県 785 16 ➡

19 ニセコ温泉郷 北海道 768 20 扌

20 洞爺湖温泉 北海道 758 18 ➡

21 伊香保温泉 群馬県 726 21 ➡

22 城崎温泉 兵庫県 660 23 扌

23 和倉温泉 石川県 609 22 ➡

24 雲仙温泉 長崎県 534 30 扌

25 秋保温泉 宮城県 500 28 扌

26 阿寒湖温泉 北海道 474 27 扌

27 黒部峡谷温泉群 富山県 447 26 ➡

27 玉造温泉 島根県 447 29 扌

29 白骨温泉 長野県 446 24 ➡

30 宇奈月温泉 富山県 437 25 ➡

全国温泉地1年間の
訪問経験
ランキングベスト30
最近1年間に「行ったことがある温泉地」

（最近1年間=2022年8月〜2023年8月頃を指す。以下同）
（複数回答） （ｎ＝16,107）

２
０
２
２
年
以
降
、
毎
年
僅
差
で

入
れ
替
わ
る
１
位
と
２
位

　
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
温
泉
地
を
尋

ね
る「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」

は
草
津
温
泉
が
41
票
差
で
１
位
を
奪
還
。

草
津
温
泉
は
足
湯
を
備
え
た
立
体
交
差

「
温
泉
門
」
が
昨
年
10
月
に
完
成
。
箱
根
温

泉
は
交
通
や
店
舗
の
混
雑
状
況
を
可
視
化

し
サ
ポ
ー
ト
す
る「
箱
根
観
光
デ
ジ
タ
ル

マ
ッ
プ
」
を
昨
年
11
月
に
リ
リ
ー
ス
。
ど

ち
ら
も
ス
ム
ー
ズ
な
周
遊
に
繋
げ
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
調
査
開
始
以
来

徐
々
に
順
位
を
伸
ば
し
て
き
た
道
後
温
泉
、

有
馬
温
泉
が
そ
れ
ぞ
れ
初
の
３
位
、
５
位

を
獲
得
。
50
位
の
石
和
温
泉
は
前
回
よ
り

＋
32
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
。首
都
圏
か
ら
の
近
さ

に
加
え
、
通
年
で
生
産
さ
れ
る
果
物
を
活

用
し
た
宿
プ
ラ
ン
の
提
供
な
ど
に
よ
る
魅

力
創
出
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。年
代
別
で
は

40
代
の
人
気
ト
ッ
プ
が
入
れ
替
わ
り
、
箱

根
温
泉
か
ら
草
津
温
泉
に
。
30
代
で
道
後

温
泉
と
有
馬
温
泉
、
50
代
で
有
馬
温
泉
が

新
た
に
ベ
ス
ト
5
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

　「
全
国
温
泉
地
1
年
間
の
訪
問
経
験
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
は
石
和
温
泉（
＋
24
ラ
ン

ク
）、
あ
わ
ら
温
泉（
＋
17
ラ
ン
ク
）、
皆

生
温
泉（
＋
16
ラ
ン
ク
）
な
ど
が
大
き
く

順
位
を
上
げ
た
。

　「
全
国
あ
こ
が
れ
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン

グ
」
は
乳
頭
温
泉
郷
が
5
年
連
続
1
位
に
。

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 箱根温泉 神奈川県 1701 1 ➡

2 熱海温泉 静岡県 1213 2 ➡

3 草津温泉 群馬県 1093 3 ➡

4 下呂温泉 岐阜県 959 5 扌

5 道後温泉 愛媛県 896 12 扌

6 鬼怒川温泉 栃木県 813 4 ➡

7 有馬温泉 兵庫県 779 7 ➡

8 別府温泉郷 大分県 774 6 ➡

9 伊香保温泉 群馬県 755 8 ➡

10 那須温泉 栃木県 688 10 ➡

11 湯河原温泉 神奈川県 666 11 ➡

12 石和温泉 山梨県 650 36 扌

13 登別温泉 北海道 633 13 ➡

14 嬉野温泉 佐賀県 614 14 ➡

15 伊東温泉・
宇佐美温泉 静岡県 606 9 ➡

16 定山渓温泉 北海道 605 17 扌

17 加賀温泉郷 石川県 544 27 扌

18 淡路島の温泉
（洲本温泉・南あわじ温泉郷・岩屋温泉）

兵庫県 537 16 ➡

19 鳥羽温泉郷 三重県 523 23 扌

20 城崎温泉 兵庫県 509 18 ➡

21 奥飛騨温泉郷 岐阜県 503 15 ➡

22 飛騨高山温泉 岐阜県 492 20 ➡

23 秋保温泉 宮城県 491 22 ➡

24 塩原温泉 栃木県 454 19 ➡

25 洞爺湖温泉 北海道 445 28 扌

26 湯の川温泉 北海道 444 32 扌

27 皆生温泉 鳥取県 436 43 扌

27 由布院温泉 大分県 436 21 ➡

29 あわら温泉 福井県 428 46 扌

30 黒川温泉 熊本県 424 26 ➡
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おすすめしたい穴場温泉地
ランキングベスト30 
これまで行ったことがある温泉地に対して

「おすすめしたい穴場温泉地」の推奨率
（複数回答5つまで）（ｎ＝16,107）
※推奨率（％）＝おすすめしたい穴場温泉地の投票数÷
訪問経験がある 温泉地の投票数

全国温泉地満足度ランキング・
総合部門ベスト20
最近1年間に行ったことがある温泉地のうち「満足した」温泉地
1年間の訪問者100人以上（単一回答） （156温泉地）

順位 温泉地名 都道府県 満足度（％） 集計対象数

1 高湯温泉 福島県 94.4 124 

2 奥飛騨温泉郷 岐阜県 93.4 503 

3 黒川温泉 熊本県 93.2 424 

4 山鹿・平山温泉 熊本県 93.1 275 

5 万座温泉 群馬県 93.0 298 

6 乳頭温泉郷 秋田県 92.9 254 

6 草津温泉 群馬県 92.9 1093 

8 みなかみ18湯
（旧水上温泉郷・猿ケ京温泉・法師温泉・宝川温泉） 群馬県 92.4 394 

9 大歩危・祖谷周辺の温泉 徳島県 92.1 139 

9 霧島温泉
（霧島温泉郷、霧島神宮温泉郷、妙見・安楽温泉郷、日当山温泉郷）鹿児島県 92.1 341 

11 由布院温泉 大分県 92.0 436 

12 城崎温泉 兵庫県 91.9 509 

13 菊池温泉 熊本県 91.8 110 

14 奥入瀬渓流温泉・十和田湖畔温泉 青森県 91.7 266 

14 別府温泉郷 大分県 91.7 774 

16 登別温泉 北海道 91.5 633 

16 わいた温泉郷 熊本県 91.5 117 

18 四万温泉 群馬県 91.3 320 

19 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 91.2 205 

19 白骨温泉 長野県 91.2 102 

19 指宿温泉 鹿児島県 91.2 283 
順位 温泉地名 都道府県 推奨率 集計対象数

1 乳頭温泉郷 秋田県 30.5% 702 

2 山鹿・平山温泉 熊本県 26.8% 300 

3 温泉津温泉 島根県 26.0% 137 

4 長湯温泉 大分県 25.4% 153 

5 肘折温泉 山形県 25.2% 142 

6 わいた温泉郷 熊本県 24.9% 169 

7 高湯温泉 福島県 24.8% 182 

8 下風呂・薬研温泉 青森県 24.2% 127 

8 黒川温泉 熊本県 24.2% 873 

10 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 23.7% 447 

10 松之山温泉 新潟県 23.7% 94 

12 銀山温泉 山形県 23.6% 384 

13 ぬかびら源泉郷 北海道 23.0% 143 

14 中ノ沢温泉 福島県 22.9% 63 

15 鈍川温泉 愛媛県 22.8% 78 

16 濁河温泉 岐阜県 22.7% 111 

17 夏油高原温泉郷 岩手県 22.4% 113 

18 秋山郷 長野県 22.3% 40 

19 奥飛騨温泉郷 岐阜県 22.2% 729 

20 貝掛温泉 新潟県 19.9% 58 

21 小安峡温泉・秋の宮温泉 秋田県 19.6% 83 

22 真木温泉 山梨県 19.5% 15 

23 白骨温泉 長野県 19.1% 273 

24 尻焼温泉 群馬県 18.6% 70 

25 大歩危・祖谷周辺の温泉 徳島県 18.5% 275 

26 小田・田の原・満願寺温泉 熊本県 18.1% 103 

27 大峯山洞川温泉 奈良県 17.6% 48 

28 カルルス温泉 北海道 17.4% 112 

28 夕日ヶ浦温泉 京都府 17.4% 214 

30 十勝岳温泉 北海道 17.1% 125 

満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
常
連
多
し

穴
場
上
位
は
昨
年
と
変
わ
ら
ず

　
最
近
1
年
間
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
温

泉
地
の
う
ち「
満
足
し
た
」温
泉
地
を
尋

ね
る「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン

グ
」総
合
部
門
で
は
高
湯
温
泉
が
3
年
ぶ

り
に
1
位
に
返
り
咲
い
た
。
他
の
ラ
ン
キ

ン
グ
に
比
べ
て
毎
年
顔
ぶ
れ
や
ラ
ン
キ
ン

グ
が
大
き
く
変
動
す
る
が
14
の
温
泉
地
が

昨
年
と
同
じ
く
ト
ッ
プ
20
に
入
っ
て
い
る
。

 

「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」秘

湯
部
門
で
は
九
重〝
夢
〞温
泉
郷
が
初
の

1
位
に
。
2
位
に
温
泉
津
温
泉
。
10
位
ま

で
の
う
ち
黒
部
峡
谷
温
泉
群
と
乗
鞍
高
原

温
泉
が
昨
年
に
続
き
ト
ッ
プ
10
に
ラ
ン
ク

イ
ン
し
た
。

　
昨
年
新
設
し
た「
お
す
す
め
し
た
い
穴

場
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」
は
、
１
位
の
乳

頭
温
泉
郷
と
２
位
の
山
鹿
・
平
山
温
泉
は

前
回
と
変
わ
ら
ず
。
８
位
の
黒
川
温
泉
は

他
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
上
位
に
入
り
、
人
気
、

満
足
度
と
も
に
安
定
。
２
０
２
２
年
に
は

37
年
ぶ
り
に
入
湯
手
形
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

有
効
期
限
６
カ
月
、
湯
め
ぐ
り
3
カ
所
の

う
ち
1
カ
所
を
お
土
産
に
当
て
る
こ
と
も

で
き
、
使
い
や
す
く
再
訪
し
た
く
な
る
仕

掛
け
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
15
位
か
ら
３

位
に
ア
ッ
プ
し
た
温
泉
津
温
泉
は
地
域
が

I
タ
ー
ン
者
ら
と
町
づ
く
り
を
進
め
て
き

て
い
る
。
詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
か
ら
掘
り

下
げ
て
紹
介
を
す
る
。

秘湯部門ベスト10
1年間の訪問者数が50人以上100人未満

（単一回答） （79温泉地）

※満足度＝「とても満足」「やや満足」「どちらともいえない」「やや不
満」「とても不満」のうち、「とても満足」「やや満足」と答えた人の割合
を合わせて算出

順位 温泉地名 都道府県 満足度（％） 集計対象数

1 九重“夢”温泉郷 大分県 96.6 59 

2 温泉津温泉 島根県 95.0 60 

3 あつみ温泉 山形県 94.5 55 

4 鞆の浦温泉 広島県 94.3 87 

5 黒部峡谷温泉群 富山県 94.2 69 

6 乗鞍高原温泉 長野県 93.8 64 

7 湯平温泉 大分県 93.5 62 

8 肘折温泉 山形県 93.3 60 

9 南木曽温泉郷 長野県 92.9 56 

10 香住温泉郷 兵庫県 91.5 82 
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※「無ぅ」は現在、Ｉターン者が経営する、バーを備えた「赭Ｓｏｈｏ」というゲストハウスになっている。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
飲
食
店
が
多
数
。

最
初
の
一
歩
は
20
年
前

　
昭
和
レ
ト
ロ
と
表
現
さ
れ
る
町
並
み
の

中
に
は
、
そ
の
規
模
に
比
べ
て
、
古
民
家

を
活
か
し
た
飲
食
店
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が

多
く
存
在
す
る
。
元
来
そ
う
い
う
店
舗
が

軒
を
連
ね
て
い
た
場
所
で
は
な
い
。〝
鄙

び
た
風
情
を
感
じ
な
が
ら
、
今
ど
き
の
滞

在
が
で
き
る
温
泉
街
〞
は
、
こ
の
地
を
大

切
に
思
う
地
域
の
人
々
と
I
タ
ー
ン
移
住

者
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
。

 

「
温
泉
津
は
い
い
温
泉
が
出
る
と
こ
ろ
で

は
あ
る
け
れ
ど
、
温
泉
し
か
な
い
と
思
わ

れ
る
こ
と
が
納
得
で
き
ず
、
た
と
え
温
泉

が
な
く
て
も
や
っ
て
い
け
る
術
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」（
小
川

知
興
さ
ん
）。20
年
前
に
U
タ
ー
ン
で
戻
っ

て
き
た
小
川
さ
ん
は
、
そ
の
き
っ
か
け
と

し
て
古
民
家
を
改
修
し
た
カ
フ
ェ
の
オ
ー

プ
ン
を
考
え
る
。
当
時
の
温
泉
津
は
1
泊

旅
行
で
訪
れ
る
温
泉
地
と
い
う
位
置
付
け

で
、
温
泉
街
に
は
お
昼
ご
飯
を
食
べ
ら
れ

る
店
が
な
か
っ
た
。
初
の
試
み
に
近
隣
の

一
部
か
ら
は「
こ
の
町
に
そ
ん
な
店
は
必

要
な
い
」
と
い
う
声
も
出
る
。
そ
こ
で
ま

ず
1
年
か
け
て
計
６
回
、
２
カ
月
に
１
回

の
ペ
ー
ス
で
週
末
を
使
い
、
お
試
し
的
に

カ
フ
ェ
を
開
く
。
そ
し
て
経
済
効
果
を
探

る
と
と
も
に「
こ
の
カ
フ
ェ
の
必
要
性
」

に
つ
い
て
地
元
、
観
光
客
を
問
わ
ず
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
。
実
に
95
％
の
人
が

「
必
要
」
と
答
え
て
く
れ
た
成
果
を
県
庁
に

持
ち
込
み
、
そ
こ
か
ら
地
元
の
理
解
を
得

て
、温
泉
街
に
最
初
の
店「
C
ａ
ｆ
ｅ
＆
Ｂ

ａ
ｒ
路
庵
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
当
時
、
お
試
し
カ
フ
ェ
を
手
伝
っ
た
宮

里
陽
子
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
宿
泊
客
は
来
て

い
る
け
れ
ど
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
。

同
世
代
の
知
り
合
い
が
数
え
る
ほ
ど
に
な

っ
て
い
た
時
で
、
残
っ
て
い
る
若
い
人
た

ち
で
何
か
を
仕
掛
け
て
い
か
な
く
て
は
こ

の
町
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
危
機
感
を
感
じ
た
と
い
う
。

「
こ
う
い
う
カ
フ
ェ
に
こ
ん
な
に
人
が
集

ま
る
ん
だ
と
実
感
し
て
、
き
っ
と
ダ
メ
だ
、

来
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
考
え
か
ら
、
や

っ
て
み
れ
ば
来
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い

う
発
想
に
転
換
し
ま
し
た
」（
宮
里
さ
ん
）。

　
小
川
さ
ん
は
15
年
ほ
ど
前
に
、
今
度
は

古
民
家
を
改
修
し
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス「
無

ぅ
」
を
開
業
す
る
。
こ
れ
が
、
温
泉
津
温

泉
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
第
1
号
に
な
っ
た※

。

温
泉
津
温
泉
で
営
業
し
て
い
る
旅
館
は
７

軒
。
施
設
数
だ
け
で
見
れ
ば
、
そ
の
数
を

上
回
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
温
泉
津
に
は
存

在
し
て
い
る（
２
０
２
４
年
１
月
時
点
）。

事
業
者
は
新
規
参
入
者
だ
け
で
は
な
い
。

老
舗
旅
館 

輝
雲
荘
も
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

２
軒
運
営
。
親
戚
や
同
級
生
な
ど
の
使
わ

な
く
な
っ
た
家
を
活
用
し
、
１
棟
貸
し
と

長
屋
風
に
。「
経
営
者
が
高
齢
化
し
て
引

き
継
ぐ
人
の
い
な
い
温
泉
宿
は
空
き
家
に

な
っ
て
し
ま
う
。
民
家
も
含
め
て
空
き
家

が
多
い
と
温
泉
街
は
活
気
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
の
で
、
直
し
て
活
用
で
き
れ
ば
と
始

め
ま
し
た
」（
輝
雲
荘
　
金
﨑
公
一
さ
ん
）。

温
泉
街
で
旅
館
が
経
営
す
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
。
今
か
ら
10
年
前
と
し
て
は
、
温
泉
津

に
限
ら
ず
珍
し
い
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
こ
の
あ
と
温
泉
津
に
は
、

Ｉ
タ
ー
ン
者
ら
に
よ
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や

飲
食
店
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

Ｉ
タ
ー
ン
者
と
と
も
に

進
め
る
町
づ
く
り

全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ 

秘
湯
部
門 

2
位

お
す
す
め
し
た
い
穴
場
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ 

3
位

温
泉
津
温
泉
（
島
根
県
）

泉
質
の
良
さ
と
昭
和
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
で
知
ら
れ
る
温
泉
津
温
泉
。

全
国
に
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
温
泉
地
は
数
多
あ
る
が
、“
満
足
度
の
高
い
秘
湯
”、

“
お
す
す
め
し
た
い
穴
場
”と
し
て
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
熱
い
支
持
を
受
け
た

温
泉
津
温
泉
の
独
自
性
と
は
？
民
間
主
体
の
町
づ
く
り
に
よ
る
、
人
々
を
魅
了
す
る

“
温
泉
地
力
”を
、
現
地
取
材
か
ら
解
き
明
か
し
て
い
く
。

温泉津温泉には外湯が2軒。写真は源泉
が約1300年前から湧き続けていると言わ
れる「泉薬湯 温泉津温泉元湯」。

温泉津温泉は2007年に世界遺産に登録
された石見銀山エリアの、銀の積出港と
して栄えた港町にある。温泉街としては
2004年に初の重伝建（重要伝統的建造
物群保存地区）に指定された

Cafe＆Bar 路庵は築115年の古民家をリ
ノベーション。2007年度に第15回しまね
景観賞「民間建築物部門」奨励賞受賞。宮
里さんの実家の工務店が改修を担当した
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I
タ
ー
ン
者
が
定
住
、
定
着
し

起
業
す
る
町
、
温
泉
津

　
石
見
銀
山
に
携
わ
る
人
々
の
往
来
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
元
々
、
移
住
者
の
受
け
入

れ
に
慣
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
き
た
温
泉

津
。
し
か
し
移
住
が
す
べ
て
定
住
に
繋
が

っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
２
０
０
７
年

の
石
見
銀
山
世
界
遺
産
登
録
前
後
か
ら
移

住
定
住
の
相
談
が
増
え
た
が
、
移
住
に
伴

う
補
助
金
の
交
付
が
終
わ
る
頃
に
は
そ
れ

ら
の
人
々
は
去
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
現

在
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増
加
は
こ
こ
最
近
の

動
き
で
、
２
０
１
２
年
に
移
住
し
て
き
た

近
江
雅
子
さ
ん
が
、
２
０
１
７
年
に
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
を
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
近
江
さ
ん
は
隣
の
江
津
市
出
身

な
の
で
、
東
京
か
ら
の
移
住
だ
が
Ｉ
タ
ー

ン
と
い
う
よ
り
も
Ｊ
タ
ー
ン
。「
夫
が
継

い
だ
お
寺
の
仕
事
を
手
伝
い
な
が
ら
１
軒

目
の『
湯
る
り
』
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
業
な
の
で
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
の
に
旅
館
の
皆
さ
ん
が
応
援
し
て
く

だ
さ
り
、
横
の
繋
が
り
を
大
事
に
す
る
町

だ
と
思
い
ま
し
た
」（
近
江
さ
ん
）。
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
な
く
、
な
い
も
の
を
挙
げ

た
ら
キ
リ
が
な
い
が
、
あ
り
の
ま
ま
の
生

活
感
こ
そ
が
温
泉
津
の
魅
力
。
１
泊
２
日

で
は
と
て
も
足
り
な
い
か
ら
中
長
期
滞
在

し
て
ほ
し
い
。
現
在
６
タ
イ
プ
の
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
運
営
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
２
０

２
１
年
オ
ー
プ
ン
の「
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
」

に
は
ラ
ン
ド
リ
ー
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
キ
ッ

チ
ン
を
備
え
た
。
こ
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
キ

ッ
チ
ン
に
は
全
国
各
地
か
ら
期
間
限
定
で

入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
シ
ェ
フ
が
訪
れ
、

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
思
う
よ
う
に
営
業
で
き

な
か
っ
た
首
都
圏
の
シ
ェ
フ
の
方
に
と
っ

て
は
、
体
一
つ
で
来
ら
れ
て
仕
事
が
で
き

る
環
境
で
し
た
。
一
定
期
間
こ
こ
で
暮
ら

し
な
が
ら
働
く
こ
と
で
こ
の
町
の
良
さ
を

知
り
、
移
住
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
滞
在
さ
れ
て
移
住
を
決

め
ら
れ
た
方
も
い
ま
す
」（
近
江
さ
ん
）。

店
舗
開
業
の
際
に
は
、
古
民
家
探
し
や
持

ち
主
へ
の
交
渉
な
ど
も
一
緒
に
行
っ
て
き

た
。
温
泉
街
に
は
11
軒
ほ
ど
飲
食
を
提
供

す
る
場
所
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
７
軒
が

移
住
者
に
よ
る
も
の
だ
。

地
域
や
環
境
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、

地
域
を
巻
き
込
み
、
味
方
に

　
温
泉
津
の
飲
食
店
や
土
産
物
店
で
目
に

す
る「
温
泉
津
ビ
ー
ル
」。
２
０
２
０
年
に

誕
生
し
た
こ
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
手
が

け
る
の
は「
温
泉
津
女
子
会
」。
近
江
さ
ん

が
宮
里
さ
ん
や
地
元
出
身
で
お
寺
を
継
い

で
い
た
渡
利
章
香
さ
ん
ら
と
出
会
い
、
２

０
１
５
年
に
発
足
し
た
グ
ル
ー
プ
だ
。

「
２
０
０
７
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
時
は
多
く
の
人
が
訪
れ
盛
り
上
が
っ
た

け
れ
ど
、
そ
の
熱
が
冷
め
る
の
も
早
く
、

町
は
す
ぐ
に
寂
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
当
時
は
若
い
世
代
の
女
性
だ
け

で
活
動
し
て
い
る
団
体
は
な
か
っ
た
。
こ

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
女
性
目
線
を
大
切
に

や
っ
て
い
こ
う
と
始
ま
り
ま
し
た
」（
渡

利
さ
ん
）。観
光
案
内
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
手
腕
は
、
来
訪
者
を

迎
え
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
発
揮
さ
れ
て
き

た
。

　
温
泉
津
温
泉
で
は
ほ
ぼ
毎
週
土
曜
日
に

「
夜
神
楽
」
が
行
わ
れ
て
お
り
好
評
を
博

し
て
い
る
が
、
小
川
さ
ん
も
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。「
温
泉
が
な
く

て
も
や
っ
て
い
け
る
町
に
と
考
え
た
時
に
、

趣
味
趣
向
な
ど
夢
中
に
な
れ
る
も
の
が
い

い
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
宿
泊
や
飲
食
の

利
用
増
加
な
ど
、
経
済
効
果
も
考
え
て
企

画
し
て
い
ま
す
」（
小
川
さ
ん
）。
夏
祭
り
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
、
蚤
の
市
…
。

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
は
健
康
系
に
注
目
し
、

リ
ア
ス
式
海
岸
の
地
形
を
利
用
し
た「
ゆ

の
つ
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
や
、
周
辺

地
域
と
連
携
し
グ
ル
メ
も
楽
し
め
る
サ
イ

ク
リ
ン
グ
大
会「
グ
ル
メ
フ
ォ
ン
ド
i
n

ゆ
の
つ
」
を
開
催
。
温
泉
津
女
子
会
は
こ

れ
ら
大
会
の
参
加
者
を
も
て
な
す
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
。
地
元
の
70
代
〜
80
代
女
性
た

ち
に
よ
る
健
康
体
操
の
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
と
、

出
演
し
た
女
性
を
指
名
し
て
一
緒
に
飲
め

る「
バ
B
A
R
」
が
評
判
と
な
っ
た
。「
シ

ョ
ー
の
出
演
者
た
ち
は
衣
装
と
ハ
ッ
ト
で

ば
っ
ち
り
決
め
て
。
夜
の
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
は
参

加
者
が
指
名
し
た
地
元
女
性
た
ち
と
爆
笑

し
な
が
ら
交
流
。
自
分
た
ち
よ
り
も
上
の

世
代
の
方
を
巻
き
込
ん
で
味
方
に
で
き
た

の
は
大
き
か
っ
た
で
す
」（
近
江
さ
ん
、
渡

利
さ
ん
、
宮
里
さ
ん
）。

ゲストハウスWATOWA。通りから見えるランドリーとそ
の奥にあるシェアリングキッチンでの飲食は、宿泊者以
外も利用可。温泉街にある飲食店にはサウナやギャラ
リーのある店舗も

取材に協力してくださった皆さん。左から金﨑公一さん
（温泉津温泉旅館組合長、寛ぎの宿 輝雲荘代表）、渡利
章香さん（清水大師寺／お寺カフェ、宿坊）、近江雅子さ
ん（WATOWAグループ代表）、宮里陽子さん（cafeste 
Yo-henオーナー）、小川知興さん（小川商店代表、路庵オ
ーナー）
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43
年
前
に
夫
の
故
郷
･
大
森
町
に
帰
郷

し
た
当
時
、
こ
こ
は
鉱
山
閉
山
後
の
廃
墟

の
町
で
し
た
が
、
物
作
り
を
し
て
生
計
を

立
て
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
中
村
ブ

レ
イ
ス
さ
ん（
義
肢
装
具
メ
ー
カ
ー
）
と

い
う
、
町
を
愛
し
て
事
業
を
始
め
た
先
輩

に
も
影
響
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
観
光
客

な
ど
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
35
年
前
に
現

在
の
群
言
堂
本
店
と
な
っ
て
い
る
建
物
を

購
入
し
改
修
。
そ
れ
か
ら
10
年
ほ
ど
経
っ

た
頃
か
ら
私
た
ち
の
考
え
方
に
共
感
し
て

働
き
た
い
と
少
し
ず
つ
仲
間
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
現
在
働
い
て
い
る
人
の
約
７
割

が
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
で
、
大
森
町

の
町
並
み
の
中
に
住
み
た
い
と
希
望
す
る

人
も
多
い
。
古
民
家
を
借
り
た
り
買
い
取

っ
て
改
修
し
て
、
で
き
る
だ
け
希
望
に
添

え
る
よ
う
に
協
力
を
し
て
い
ま
す
。
中
村

ブ
レ
イ
ス
さ
ん
も
縁
あ
っ
て
繋
が
っ
た
パ

ン
屋
さ
ん
の
た
め
に
建
物
を
改
修
し
て
、

町
に
迎
え
入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の

町
で「
町
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
を
ほ
と

ん
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
で
す
が
、
自
分

た
ち
が
こ
う
あ
り
た
い
と
思
う
形
で
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
他
社
と
の
共
同
事
業

で
、
家
族
で
2
週
間
、
古
民
家
に
住
み
な

が
ら
町
の
保
育
園
に
通
っ
て
も
ら
う「
保

育
園
留
学
」も
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
、
次

の
世
代
の
人
た
ち
が
大
き
な
古
民
家
を
改

修
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
計
画
を

進
行
中
。
素
朴
な
暮
ら
し
が
あ
る
町
に
滞

在
し
た
い
と
い
う
人
た
ち
の
た
め
に
古
民

家
再
生
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
町
の
こ
と
を
町
民
が
知
恵
を

出
し
合
っ
て
決
め
ま
す
。
例
え
ば
、
世
界

遺
産
登
録
時
に
は
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
方
式

を
採
用
し
、
町
の
中
に
観
光
バ
ス
が
入
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
穏
や

か
さ
と
賑
わ
い
の
両
立
を
目
指
し
て
い
る

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
多
様
な

方
々
が
こ
の
町
に
訪
れ
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
よ
り
さ
ら
に
活
性
化
し
、
よ
り
魅
力
の

あ
る
町
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
も
の
を
残
し
変
わ
ら
な
い
た
め
に

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
か

　
世
界
遺
産
登
録
で
盛
り
上
が
っ
た
も
の

の
、
翌
年
に
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
あ

り
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
こ
か
ら
寂

れ
始
め
、
12
、
３
軒
あ
っ
た
旅
館
が
７
軒

に
ま
で
減
少
。「
旅
館
は
ほ
と
ん
ど
が
家

族
経
営
の
た
め
人
手
が
足
り
ず
、
Ｉ
タ
ー

ン
者
を
含
め
た
若
い
世
代
の
活
躍
を
旅
館

組
合
と
し
て
も
大
変
頼
り
に
し
て
い
ま

す
」（
金
﨑
さ
ん
）。

　
若
い
世
代
が
中
心
と
な
っ
て
活
性
化
さ

せ
て
き
た
町
に
、
最
近
で
は
、
そ
の
子
ど

も
世
代
に
当
た
る
20
代
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。「
次
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て

く
れ
る
20
代
の
人
た
ち

に
来
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
環
境
作
り
も
こ
れ
か

ら
の
課
題
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
」（
近
江
さ
ん
）。

　
元
々
あ
る
資
産（
＝
温
泉
）だ
け
を
よ
し

と
せ
ず
、変
わ
ら
な
い
た
め
に
変
わ
る
、と

い
う
選
択
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
。

 
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
客
単
価
は
低
い
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
新
し
い
客
層
の
取
り

込
み
は
う
ま
く
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
増
え
、
宿
泊
客
は

飲
食
店
や
外
湯
な
ど
外
の
施
設
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
自
然
な
形
で
地
域
一
帯
が
一

つ
の
宿
と
な
る『
ア
ル
ベ
ル
ゴ 

デ
ィ 

フ

ィ
ー
ゾ※

』
が
進
ん
で
き
た
。
そ
れ
で
も
こ

の
町
に
は
ま
だ
な
い
機
能
が
あ
る
は
ず
。

こ
れ
か
ら
は
古
民
家
を
活
用
し
た
、
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
で
も
飲
食
店
で
も
な
い
業
態
の

も
の
が
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
小
川
さ
ん
）。

　
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
移
住
者
を
含
む
住

民
か
、
未
来
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
よ
る
も
の

か
。
こ
の
町
を
愛
す
る
移
住
者
を
受
け
入

れ
、
変
わ
ら
な
い
た
め
に
変
わ
っ
て
い
く
。

間
口
が
広
く
懐
の
深
い
温
泉
津
温
泉
の
こ

れ
か
ら
の
進
化
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

松場登美さん
1989 年に「群言堂」の前
身「ブラハウス」をオープ
ン。1998 年に石見銀山
生活文化研究所を設立し、
現在は相談役を務める

※集落に分散する空き家を改修して客室として見立て、建物単体ではなく地域一帯を使って宿泊施設と見立てるイタリア発祥の取り組みのこと。

温
泉
津
温
泉
と
と
も
に

石
見
銀
山
エ
リ
ア
の
魅
力
を
支
え
る

大
森
町
の
町
づ
く
り

車
で
20
分
の
距
離
に
あ
る
大
森
町
は
温
泉
津
温
泉
と
併
せ
て

訪
れ
る
人
が
多
い
観
光
地
。
お
互
い
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と
の

で
き
な
い
存
在
だ
。
約
1
k
m
続
く
古
い
町
並
み
が
あ
り
、

温
泉
津
温
泉
と
同
様
、
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
町
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。
経
済
的
、
人
材
的
に
支
え
、

牽
引
し
て
き
た
一
人
で
、
群
言
堂
を
全
国
に
展
開
す
る

石
見
銀
山
生
活
文
化
研
究
所
の
松
場
登
美
さ
ん
に
伺
っ
た
。

写真提供／㈱石見銀
山群言堂グループ

ショーを楽しんで指名もOK、大いに
盛り上がりを見せた温泉津女子会に
よる「バBAR」。下はシャンパンコー
ルの場面

温泉津ビールの他にゆ
のつエール、YUNOTSU
シードル、TORASAN 
BEER、はるかなうがあ
る。シードルに使う柿や
みかんの回収、皮むきな
どは温泉津女子会や、
地元女性などの協力に
よる手作業

温泉街にある龍御前神社で夜に行
われる伝統芸能、石見神楽。触れる
ほどの近さで鑑賞できると評判

大森町の町並み。生き方暮
らし方を提案する「石見銀山　
群言堂本店」もここにある

27 March  2024



公益性？収益性？「DMO経営」に求められること

持続可能な「DMO経営」学
Vol.6

マーケティングやプロモーションなど、地域に必要な公益性の高い事業から
スタートした気仙沼DMO。しかし、ここ数年は自主事業による収益も増やしつつある様子。
持続可能なDMO経営を目指すには、公益性の高い事業だけでは不十分なのだろうか？

気仙沼の歩みと狙いを見ながら、DMOの在り方について考えてみたい。

イラスト／武曽宏幸

先進事例に成功のヒントあり

観
光
推
進
に
必
要
な
業
務
を
分
担
し 

モ
レ
・
ダ
ブ
り
の
解
消
へ

　
生
鮮
カ
ツ
オ
の
水
揚
げ
量
は
26
年
連
続

１
位
を
誇
り
、
市
の
産
業
の
８
割
を
水
産

関
連
業
種
が
占
め
る
ほ
ど
に
国
内
有
数
の

水
産
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
宮
城
県

気
仙
沼
市
。
し
か
し
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
、
水
産
業
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。
市
は
復
興
計
画

と
し
て
、
水
産
業
と
並
ぶ
重
点
産
業
と
な

る
よ
う
に
観
光
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
決
定
。
そ
し
て
12
年
３
月
よ
り「
観
光

戦
略
会
議
」
を
組
織
し
、
水
産
と
観
光
の

融
合
な
ど
の
観
光
戦
略
を
策
定
し
た
。
こ

の
戦
略
を
推
進
す
る
組
織
と
し
て
13
年
７

月
に（
一
社
）リ
ア
ス
観
光
創
造
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
設
立
し
、
市
、
商
工
会
議
所
、

観
光
協
会
と
と
も
に
４
者
が
気
仙
沼
の
観

光
施
策
を
実
行
し
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
て
気
仙
沼
の
観
光
推
進
の
動
き

は
加
速
し
た
一
方
、
し
ば
ら
く
す
る
と
課

題
も
浮
上
し
た
。
４
者
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動

し
て
い
た
た
め
、
業
務
内
容
に
モ
レ
と
ダ

ブ
り
が
生
じ
て
い
た
の
だ（
図
１
）。
そ
こ

で
効
率
的
な
仕
組
み
づ
く
り
を
図
っ
て
継

続
的
に
観
光
推
進
に
取
り
組
む
べ
く
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
体
制
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
。
そ
う

し
て
17
年
３
月
に
設
立
さ
れ
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法

人
が
、（
一
社
）気
仙
沼
地
域
戦
略
で
あ
る
。

　
気
仙
沼
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
体
制「
気
仙
沼
観
光
推

進
機
構
」は
市
、
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会

　観光で地域を盛り上げるべく、加盟施設へ
の送客につながる着地型観光情報アプリを
活用して地域消費額アップを支援。アプリを
通じて収集した顧客データを地域のマーケテ
ィング活動に活用している他、市内観光デー
タの整備、データを活用した観光プロモーシ
ョン事業までを一元化して展開している。こ
こ数年はインバウンド獲得に向けたランドオ
ペレーター事業にも乗り出している。

◎設立：2017年3月　◎スタッフ：8名

（一社）気仙沼地域戦略

今回取り上げる先進事例は…

□DMO経営ボード事務局運営事業
□観光プロモーション事業
□マーケティングデータ整備事業
□着地型観光情報アプリを活用したCRM事業
□インバウンドランドオペレーター事業
□ふるさと支援寄附金事業

主な事業

宮城県気仙沼市／地域DMO

DMO経営タイプ：
地域消費・連動型 経営

効
率
的
な
観
光
地
経
営
に
向
け
組
織
再
編

1
Step.

気仙沼の観光ポータルサイト「気仙沼さ来てけらいん」
を運営。観光スポットやグルメ、体験、宿泊、旬の情報
まで観光に役立つ情報を網羅して紹介

もり・なるひと●2013年4月より経済同友会の被災
地支援プロジェクトにて被災地気仙沼市へ出向。
地元人材育成や観光振興、6次産業化など地域活
性に携わる。2016年3月にスイス・ツェルマットの
DMO視察。2017年4月よりDMO法人の（一社）気
仙沼地域戦略の理事に着任、気仙沼市復興アドバ
イザーも務める。2018年12月より観光庁の広域周
遊観光促進専門家派遣に登録。2023年より先駆
的DMOの専門家として地域伴走も行っている。

じゃらんリサーチセンター 研究員

森 成人愛称
もりなるん
が
ナビゲート

DMO経営を一緒に考えていくのは…

28



な
ど
で
構
成
さ
れ
、（
一
社
）気
仙
沼
地
域

戦
略
は
そ
の
事
務
局
機
能
を
担
っ
て
い
る

（
図
１
）。
業
務
の
モ
レ
・
ダ
ブ
り
の
解
消

に
向
け
、
そ
の
他
の
役
割
分
担
も
明
確
に

設
定
。
観
光
推
進
機
構
を
一
つ
の
会
社
に

見
立
て
、
各
構
成
組
織
が
総
務
部
、
営
業

部
な
ど
の
各
部
門
を
担
う
イ
メ
ー
ジ
だ
。

観
光
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
て 

各
組
織
が
施
策
の
立
案
に
活
用

　
複
数
組
織
か
ら
成
る
気
仙
沼
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ

体
制
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
役
割
分
担
を

し
な
が
ら
も
各
組
織
が
連
携
し
て
い
る
こ

と
。
た
と
え
ば
従
来
は
市
や
観
光
協
会
が

個
別
に
運
営
す
る
観
光
情
報
サ
イ
ト
が
あ

っ
た
が
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る

（
一
社
）気
仙
沼
地
域
戦
略
が
開
設
し
た
観

光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
と
一
本
化
し
た
。

サ
イ
ト
全
体
の
管
理
や
特
集
ペ
ー
ジ
の
更

新
は（
一
社
）気
仙
沼
地
域
戦
略
が
行
い
つ

つ
も
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
市
、
飲
食
店
は

商
工
会
議
所
、
イ
ベ
ン
ト
は
観
光
協
会
が

そ
れ
ぞ
れ
情
報
更
新
を
担
当
。
さ
ら
に
隔

週
で
各
組
織
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
者

が
集
ま
る
会
議
に
て
、
情
報
共
有
や
意
見

交
換
を
し
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
れ
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も

同
様
で
、
宿
の
宿
泊
人
数
・
稼
働
率
は
市

が
、
体
験
商
品
の
売
上
情
報
は
観
光
協
会

が
調
査
を
行
う
。
そ
の
調
査
結
果
を
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
の（
一
社
）気
仙
沼
地
域

戦
略
が
集
約
・
分
析
し
、「
気
仙
沼
観
光
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
公
表

し
て
地
域
観
光
デ
ー
タ
の
一
元
化
を
図
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
も
担
当
者
会
議
を
開
き
、

調
査
デ
ー
タ
を
基
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
達
成
状
況

の
確
認
、
観
光
戦
略
の
振
り
返
り
な
ど
の

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
る
。

 

「
各
組
織
の
代
表
者
が
話
し
合
う
観
光
推

進
機
構
の
幹
事
会
は
、
3
カ
月
ご
と
に
実

施
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、（
一
社
）

気
仙
沼
地
域
戦
略
・
事
務
局
長
の
小
松
志

大
さ
ん
。「
し
か
し
幹
事
会
は
市
長
も
参
加

す
る
、
戦
略
策
定
や
意
思
決
定
の
場
。
そ

の
前
段
階
と
し
て
、
現
状
を
把
握
し
て
課

題
を
抽
出
し
た
り
幹
事
会
の
議
題
を
提
案

し
た
り
す
る
た
め
に
各
組
織
の
担
当
者
が

集
ま
る
定
例
会
を
隔
週
で
行
っ
て
い
る
の

で
す
。
定
例
会
で
各
組
織
の
業
務
分
担
や

進
捗
の
確
認
を
す
る
こ
と
で
、
齟
齬
を
な

く
せ
る
。
こ
れ
が
組
織
連
携
を
す
る
う
え

で
役
立
っ
て
い
ま
す
」。

　
ま
た
、（
一
社
）気
仙
沼
地
域
戦
略
の
役

割
で
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
進
め

る
た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
設
立
当
初
に
は
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド「
気
仙
沼
ク
ル
ー
カ
ー
ド
」

事
業
も
立
ち
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
市
内

専務理事・事務局長の小松志大
さん。大手IT企業にて経営管理
コンサルティングなどに従事し
た後、2013年より気仙沼市にて
人材育成、観光振興、水産業の
高付加価値化に取り組む。2015
年より気仙沼版DMO立ち上げ
に携わり、2020年4月より現職

気仙沼クルーカード
地域の消費動向を探るツールとして2017年に導入したポイ
ントシステム。磁気カードに続いてスマホアプリも整備。
120以上の加盟店と1500以上の提携ECサイトにて、利用
代金100円ごとに1ptが貯められる。ポイントは1pt＝1円と
して加盟店で利用でき、会員限定の割引・優待サービスも。
会員数は5万3834人（2024年1月30日時点）

分
業
×
連
携
に
よ
り
地
域
一
体
で
前
進

2
Step. 図1　気仙沼のDMO体制

モレ・ダブりを
解消して役割分担

市行政 観光協会 商工会議所 DMO法人
誘客営業 ○ ○
受け入れ ○ ○
商品開発 △ ○
情報発信 ○ ○ ○ ○
イベント対応 ○ ○ ○ ○
施設整備 ○
観光戦略設計

観光協会
□観光案内
□誘客営業
□ガイド育成

その他構成団体
漁業、農業、まち
づくり団体など

各主要部会
各種目的に設置
された市民中心
の部会
□観光チーム
　気仙沼など

気仙沼観光
推進機構
□幹事会

市（行政）
□インフラ整備
□2次交通整備

（一社）気仙沼
地域戦略
□幹事会事務局運営
□マーケティング
□プロモーション
□商品開発
□インバウンド

出席 出席

出席

適宜出席

進捗
管理

出席

観光業の推進を目指す
「株式会社気仙沼」の
イメージで役割分担

商工会議所
□事業者育成
□グルメ開発

人事部

総務部

広報・営業部

マーケティング部

モレ

ダブり

　地
域
内
に
観
光
関
連
の
組
織
が
複
数
あ
っ

て
各
々
が
同
様
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る

…
と
い
う
の
は
割
と
あ
り
が
ち
で
す
よ
ね
。
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在
住
者
や
旅
行
者
な
ど
の
会
員
が
、
加
盟

店
お
よ
び
提
携
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
買
い
物
を

す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
貯
め
た
ポ

イ
ン
ト
は
加
盟
店
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
事
業
に
よ

り
、
会
員
の
属
性（
在
住
地
、
年
齢
、
性

別
）
や
購
入
履
歴
と
い
っ
た
顧
客
デ
ー
タ

の
収
集
が
可
能
に
。
収
集
デ
ー
タ
か
ら
地

域
の
売
上
状
況
を
日
次
で
把
握
し
て
即
時

に
対
策
が
と
れ
る
他（「
も
り
な
る
ん
に
聞

く
！
」参
照
）、
個
店
ご
と
の
デ
ー
タ
を
各

事
業
者
へ
提
供
し
て
経
営
活
動
に
役
立
て

て
も
ら
っ
た
り
、
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

分
析
し
て
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画

す
る
な
ど
、
各
種
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

に
活
用
し
て
い
る
。

源
確
保
の
手
段
の
一
つ
は
前
出
の
ポ
イ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
事
業
。
従
来
は
１
０
０
％
公

的
財
源
で
運
営
し
て
い
た
が
、
カ
ー
ド
加

盟
店
か
ら
売
上
に
応
じ
て
徴
収
す
る
手
数

料
の
一
部
を
、
運
営
費
と
し
て
受
け
取
る

仕
組
み
に
し
た
と
い
う
。
も
う
一
つ
が
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

事
業
。
き
っ
か
け
は
地
域
の
大
手
宿
泊
施

設
か
ら
の
声
掛
け
だ
っ
た
。「
東
南
ア
ジ
ア

に
つ
て
が
あ
る
宿
か
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

獲
得
を
狙
っ
て
海
外
の
旅
行
代
理
店
向
け

の
ツ
ア
ー
を
造
成
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼

が
あ
っ
た
の
で
す
」
と
小
松
さ
ん
。
そ
こ

で
、
カ
キ
漁
師
体
験
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

Ｆ
Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
高
評

価
を
得
て
、
22
年
度
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
や

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

の
獲
得
に
成
功
。
23
年
に
は
旅
行
サ
ー
ビ

ス
手
配
業
に
も
登
録
し
、
本
格
的
な
事
業

と
し
て
動
き
出
し
て
い
る
。

自
ら
「
稼
ぐ
」
こ
と
に
よ
っ
て 

金
銭
面
以
外
に
も
得
ら
れ
る
も
の

　
公
益
事
業（
＝
公
的
財
源
）
で
成
果
を
上

げ
て
い
れ
ば
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
務
め
は
十

分
に
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
が
、

加
え
て
収
益
事
業（
＝
自
主
財
源
）
で
自
ら

稼
ぐ
機
能
を
も
つ
こ
と
に
し
た
の
は
な
ぜ

か
？
そ
う
問
い
か
け
る
と
、
小
松
さ
ん
は

「
一
つ
は
、
現
場
感
覚
を
育
む
た
め
」
と
話

す
。「
民
間
企
業
で
も
間
接
部
門
に
対
し
て

〝
あ
い
つ
ら
は
現
場
の
こ
と
を
わ
か
っ
て

い
な
い
〞
な
ん
て
声
が
上
が
る
こ
と
は
ま

ま
あ
り
ま
す
が
、
売
上
を
シ
ビ
ア
に
考
え

る
立
場
に
な
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
が
鈍
る

の
は
実
際
あ
る
と
思
い
ま
す
」。

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
も
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
し
て
も
、
そ
れ
が
自
ら
の
売
上

を
左
右
す
る
と
思
え
ば
地
域
の
観
光
事
業

者
は
真
剣
に
取
り
組
む
は
ず
だ
。
地
域
を

代
表
し
て
同
業
務
を
行
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
も
、

彼
ら
事
業
者
と
同
じ
だ
け
の
熱
意
が
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が「
現
場

感
覚
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。「
気
仙
沼
ク

ル
ー
カ
ー
ド
の
運
営
費
を
受
け
取
る
仕
組

み
に
し
た
結
果
、
加
盟
店
の
売
上
が
上
が

る
ほ
ど
私
た
ち
の
収
入
も
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
に
。
金
額
と
し
て
は
小
さ
な
も
の
で
す

が
業
務
の
成
果
が
数
字
と
し
て
わ
か
り
や

す
く
出
る
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
自
主
財
源
を
確
保
す
る
も
う
一
つ
の
理

由
と
し
て「
税
金
だ
け
に
依
存
し
続
け
る

こ
と
へ
の
疑
問
」
も
あ
る
と
い
う
小
松
さ

ん
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
に
公
的
財
源
を
割
り
当

て
る
市
に
対
し
て
事
業
の
成
果
は
報
告
し

て
お
り
、
ま
さ
か
急
に
ハ
シ
ゴ
を
外
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も「
自

分
で
予
算
を
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

性
質
上
、
来
年
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な

Q.観光データを集めて
    いるけど、上手に活用
    できていなくて…
A.気仙沼の活用事例をご紹介しまし
ょう。コロナ禍の影響がじわじわと
出始めた2020年4月7日、市内飲食
店の日次売上が激減していることに
気づいたそう。その前日、気仙沼市
内で初の感染者が出たことが原因
だと（一社）気仙沼地域戦略のスタッ
フは推測しました。そこでさっそく飲
食店のテイクアウト情報を調べ、4月
13日には観光ポータルサイトで情報
を発信！素早い対応に、来店客の減
少に困っていた飲食店の方たちから
感謝されたそうです。このように収
集したデータから現状をしっかり把
握して分析すると、次なるアクション
が見えてくるはずです。

もりなるんに聞く！
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
事
業
な
ど 

収
益
性
の
高
い
事
業
に
も
着
手

　
こ
こ
ま
で
挙
げ
た
よ
う
な
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
業
務
は
、
地

域
に
旅
行
者
や
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
と

い
う
大
き
な
成
果
を
出
し
て
は
い
る
も
の

の
、
そ
れ
自
体
に
収
益
が
あ
る
事
業
で
は

な
い
。
こ
れ
は
地
域
に
必
要
な
公
的
な
機

能（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
）
を
担
う
の
だ
か
ら
自
主
財
源
を
も
た

ず
に
公
的
財
源
で
運
営
を
行
う
、
と
の
Ｄ

Ｍ
Ｏ
法
人
設
立
時
の
方
針
に
則
っ
た
も
の
。

「
一
般
企
業
で
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門

に
稼
ぐ
機
能
が
な
い
の
と
同
じ
で
す
」
と

の
小
松
さ
ん
の
表
現
が
わ
か
り
や
す
い
だ

ろ
う
。
気
仙
沼
で
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
予
算
編
成

は
市
の
役
割
で
あ
り
、
財
源
確
保
は
Ｄ
Ｍ

Ｏ
法
人
の
役
割
で
は
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。

　
し
か
し（
一
社
）気
仙
沼
地
域
戦
略
で
は

２
０
２
０
年
よ
り
徐
々
に
、
自
主
財
源
を

確
保
す
る
方
針
へ
と
転
換
し
て
い
る
。
財

持
続
可
能
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
経
営
に
向
け
て

3
Step.

観光ポータルサイトでは、こうした
テイクアウト情報など季節や 
状況に応じた情報も発信
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い
。
そ
れ
で
は
持
続
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
経
営
に

不
安
が
あ
る
」
と
話
す
。
与
え
ら
れ
た
予

算
内
で
単
年
度
を
乗
り
越
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
２
年
後
３
年
後
を
見
据
え
た
経
営

活
動
を
す
る
に
は
収
益
事
業
に
よ
る
自
主

財
源
が
必
要
と
い
う
こ
と
だ
。

　
と
は
い
え
、「
収
益
化
す
る
こ
と
だ
け
が

正
解
だ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
稼
ぐ
の

が
主
目
的
で
は
な
く
、
自
立
し
た
よ
り
よ

い
組
織
に
な
る
た
め
に
収
益
事
業
も
あ
っ

た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
と
模
索
し
て
い
る

段
階
で
す
」
と
小
松
さ
ん
。
気
仙
沼
と
い

う
地
域
を
稼
が
せ
る
た
め
に
生
ま
れ
た
Ｄ

Ｍ
Ｏ
法
人
の
性
質
上
、
自
ら
が
稼
ぐ
こ
と

だ
け
に
注
力
す
る
の
は
存
在
意
義
に
反
す

る
。
し
か
し
、
自
ら
稼
ぐ
機
能
が
あ
っ
た

ほ
う
が
よ
い
面
も
あ
る
…
。
公
益
事
業
・

収
益
事
業
に
注
力
す
る
割
合
は
正
解
が
一

つ
で
は
な
く
、
地
域
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
性
質
に

よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
よ
り
よ
い
Ｄ
Ｍ
Ｏ
経
営
、
よ
り
よ
い
観

光
地
経
営
に
向
け
て
、
自
ら
の
存
在
意
義

を
問
い
続
け
、
迷
い
悩
み
な
が
ら
も
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
続
け
て
い
く
。
そ
う
し

た（
一
社
）気
仙
沼
地
域
戦
略
の
姿
勢
こ
そ

が
、「
持
続
可
能
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
経
営
」
に
求
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

考察

今回の事例を
参考にしやすい地域は…
◎公益事業のみを手掛けている
◎どんな収益事業（自主事業）を
　すべきか決めかねている

　今回のテーマでのコラムはこれで最後になる
が、これまで主に地元の観光推進のために
DMO自身が収益事業を持ち、マーケティングを
行う事例を多く紹介してきた。ただ、「収益事業
をすることが正しい」と伝えたかったわけではな
い。DMOが公的事業として地域内で重要な役
割を持つことが、もちろん大事であるのは言うま
でもないだろう。
　しかし現状のDMOが行っている事業のなか
には、ともすれば地元民間事業者も求めていな
いような単年度の補助金事業を繰り返し行って
いるだけで、あまり地元事業者からの信頼を得
られていないケースも散見される。そうならない
ためにも、DMO自身が「地元で何の役割を期待
されているのか？」を明確にする必要があると考
えている。その際に考えるべきは「この町から仮
にDMOがなくなった場合、町は何の資産を失う
のか？」ということ。そんな問いを立てながら、事
業を見直してみてはいかがだろう。

（一社）気仙沼地域戦略の財源と役割
財源 事業 業務内容 事業の意義

公益事業 補助金など
公的財源

①気仙沼観光推進機構 
　事務局運営

○幹事会の運営　
○年間の観光戦略の予算策定　
○予算執行した事業の管理

公的組織ごとにバラバラに市の
観光施策を講じるのを防ぎ、
市の観光戦略を効率的に実現

②観光プロモーション ○市観光ポータルサイトの運営　
○観光パンフレット制作・管理　
○SNSの制作・運営

③観光データ整備 ○市の年間宿泊者数の管理・活用
○物販施設のレジ通過人数などの
　管理・活用　
○観光アンケート調査

市の観光に関わるデータを把握し、
客観的な現状把握や課題の抽出

収益事業 自主財源 ④気仙沼クルーカード
　事業の運営

○気仙沼クルーカードを活用した
　販促支援施策の実施

加盟事業者の売上をダイレクトに
向上していくための販促施策を支援

⑥インバウンド 
　ランドオペレーター事業

○インバウンドに関わる
　ツアー造成支援

市へのインバウンド誘客に関わる
商品開発、受け入れを向上

⑤ふるさと支援寄附金
　事務局運営

○市ふるさと支援寄附金の
　事務局運営

ふるさと支援寄附金を活用した
市の外貨獲得

地域の
公益性を
高める
事業

地域の
収益性を
高める
事業

ここ数年、収入源に占める割合を伸ばしつつある収益事業について見てみると、「DMO法人にとって収益がある事業」というだけではない。「事
業の意義」からわかるように、地域事業者の販促支援だったりインバウンド誘客だったりと、「地域にとっても収益がある事業」となっている。自
主事業を行う際は、「自分が稼ぐ」のみならず「地域が稼ぐ手助けになる」という視点を忘れてはならないだろう。

ＤＭＯとしての公益性・収益性
「持続して経営するためには自主事業（収益事業）による収益が必要」と当連載では伝え続けてきた。
（一社）気仙沼地域戦略の事業を公益性／収益性の観点で分類してみよう。

　
当
連
載
で
は
収
益
性
が
高
い
Ｄ
Ｍ
Ｃ
（
観

光
関
連
商
品
を
開
発
・
販
売
す
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
中
心
）型
を
中
心
に
先
進
事
例
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
が
、公
益
性
の
高
い
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
地
域

へ
の
誘
客
に
向
け
た
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
中
心
）型
ゆ
え
の
利
点
も
あ
り
ま

す
。
気
仙
沼
は
両
方
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
組

織
へ
移
り
ゆ
く
過
程
に
あ
る
よ
う
で
す
。
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価値と感動を生み出す人に
インタビュー

世界のあらゆる地域で活動する建築家が、今、観光と建築について思うこととは？
隈氏が「場所」に向ける眼差しは、地域でまちづくりを考える人へのエールでもある。

地
域
を
知
る
に
は
ま
ず
『
歩
く
』こ
と
。

地
形
の
中
に
身
体
を
置
く
こ
と
が
重
要
で
、

実
際
に
歩
く
と
傾
斜
や
風
の
吹
き
方
な
ど
、

身
体
で
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
で
す
。

写真／佐藤兼永

人
類
学
的
視
点
で
対
話
を
重
ね

「
場
所
」を
表
現
す
る
建
築
の
巨
匠

66

狩
猟
採
集
的
価
値
観
の
復
権
で 

高
ま
る
観
光
の
社
会
的
価
値

　
観
光
に
つ
い
て
隈
氏
が
今
思
う
の
は

「
観
光
の
社
会
的
価
値
は
こ
れ
か
ら
も

っ
と
高
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
。
観
光

は
も
は
や「
余
暇
」活
動
で
は
な
く
、
む

し
ろ
人
間
の
中
心
的
な
活
動
に
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
。

 

「
人
類
は
20
万
年
の
歴
史
の
中
で
、
食

べ
物
が
手
に
入
り
や
す
い
生
活
を
求
め

て
定
住
し
て
き
ま
し
た
が
、
狩
猟
採
集

を
し
て
い
た
期
間
の
ほ
う
が
長
く
、
定

住
は
実
は
ス
ト
レ
ス
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
Ｉ
Ｔ
と
い
う
道
具
を
手
に

入
れ
、
仕
事
も
移
動
し
な
が
ら
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
今
、
人
は
再
び
狩
猟
採

集
的
生
活
に
向
か
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

観
光
は
、
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
な
が

ら
好
奇
心
の
ま
ま
に
動
き
回
る
と
い
う

意
味
で
と
て
も
狩
猟
採
集
的
な
活
動
で

あ
り
、
こ
れ
を
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
の
本

質
的
な
活
動
と
捉
え
直
し
た
ら
面
白
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
同
時
に
建
築
に
つ
い
て
も「
非
定
住

の
た
め
の
建
築
」
が
主
役
の
時
代
が
来

る
と
考
え
る
。
ホ
テ
ル
や
身
軽
に
移
り

住
め
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
そ
の
好
例
。

そ
う
し
た
建
築
は「
場
所
と
結
び
つ
き
、

場
所
を
味
わ
う
た
め
の
道
具
」
で
あ
り
、

建
築
家隈 

研
吾

Kengo Kum
a
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現在隈氏が手掛けている仕事に、アル
バニアの国立公園内にビジターセンター
を造るプロジェクトがある。アルバニア
は東欧の中でも開発に後れを取ったが、
首相のリーダーシップのもとで急激に変
化している国だ。その土地の個性とは

「かつて地中海文化のコアだったことに
よる原型としての地中海文化」と「共産
主義時代の名残」。対称的な2つの個性
を小国ならではの自由さで形にしていく
過程は、最もやりがいを感じることの一
つだ。

対称的な2つの個性を表現する
アルバニアの国家プロジェクト

つ
く
る
に
当
た
っ
て
は
名
所
旧
跡
な
ど

の「
観
光
地
」だ
け
で
な
く
、地
政
学
を

含
め
た
土
地
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
へ
の
理

解
が
求
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
欠
か
せ

な
い
の
が「
人
」
へ
の
理
解
だ
。

 

「
そ
こ
に
い
る
人
の
生
業
は
何
か
、
家

族
構
成
は
ど
う
な
の
か
…
…
地
域
の
構

造
は
そ
こ
に
い
る『
人
』
の
中
に
埋
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
建
築
家
は
本
来
、

そ
う
し
た
文
化
人
類
的
、
民
俗
学
的
な

と
こ
ろ
ま
で
降
り
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
仕
事
な
ん
で
す
ね
」

「
地
方
の
賢
人
」の
力
を
活
か
し 

市
民
の
声
を
活
か
す

　
場
所
を
味
わ
う
建
築
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ハ
コ
モ
ノ
」と
は
対
極
に
あ
る
。
ハ
コ

モ
ノ
行
政
と
は「
自
分
の
土
地
に
自
信

の
な
い
人
が『
ど
こ
か
で
つ
く
ら
れ
た

立
派
な
ハ
コ
』
を
そ
の
ま
ま
真
似
て
つ

く
る
こ
と
」
と
隈
氏
。
場
所
を
味
わ
う

建
築
を
つ
く
る
に
は
、
逆
に
地
域
に
住

む
人
が
自
信
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

 

「
あ
る
種
の
調
査
を
経
て
、
客
観
的
な

視
点
で
自
地
域
を
見
た
う
え
で
誇
り
に

思
え
る
人
は
強
い
。
僕
も
い
ろ
ん
な
地

域
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い

う『
地
方
の
賢
人
』
は
各
所
に
い
ま
す
。

と
く
に
小
規
模
な
自
治
体
で
は
、
一
人

の
人
が
担
う
範
囲
が
広
い
せ
い
か
、
財

政
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
も
持
ち
な
が
ら
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
が
い
る
印
象
が
あ

る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
と
チ
ー
ム
で
取

り
組
む
仕
事
は
面
白
い
も
の
で
す
」

　
組
織
が
大
き
く
な
る
と
同
じ
よ
う
に

は
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
で

も
、
従
来
の
仕
組
み
に
風
穴
を
開
け
、

面
白
い
こ
と
を
実
現
す
る
方
法
は
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
、
公
聴
会
な
ど
の
場
を
通

じ
て
市
民
の
力
を
借
り
る
こ
と
だ
。

 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
建
設
に
向
け
た

市
民
説
明
会
で
、
市
民
が
参
加
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
そ
れ
が
新
た

な
試
み
に
つ
な
が
る
例
を
よ
く
見
ま
す
」

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
は
、
市
民

が「
新
し
い
建
物
は
こ
う
し
て
ほ
し

い
」
と
自
由
に
意
見
を
出
す
な
ど
シ
ン

プ
ル
な
も
の
。
し
か
し「
市
民
が
言
っ

て
い
る
」
と
い
う
事
実
の
持
つ
力
は
大

き
い
。

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
の 

「
対
話
」こ
そ
が
面
白
い

　
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

手
掛
け
る
隈
氏
だ
が
、
仕
事
を
選
ぶ
基

準
は「
繰
り
返
し
に
な
ら
な
い
」
こ
と
。

「『
こ
ん
な
話
、
来
た
こ
と
な
い
！
』
と

い
う
依
頼
が
あ
る
と
、
ど
ん
な
に
遠
く

て
も
出
か
け
て
行
き
た
く
な
り
ま
す
」

　
今
、
関
心
を
寄
せ
る
の
は「
ま
ち
の

ス
ケ
ー
ル
で
考
え
る
」仕
事
だ
。
そ
れ

も「
今
あ
る
も
の
を
活
か
し
、
上
書
き

す
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
惹
か
れ

る
。「
上
書
き
に
は
人
と
の
対
話
、歴
史

と
の
対
話
な
ど
多
く
の
対
話
が
必
要
で
、

そ
れ
が
面
白
い
」
か
ら
だ
。

　
場
所
を
知
る
た
め
に
は
外
を
歩
く
重

要
性
も
説
く
。
自
身
も
現
場
に
赴
け
ば
、

見
て
回
る
だ
け
で
１
万
５
０
０
０
歩
ほ

ど
歩
く
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

 

「
１
つ
や
２
つ
の
地
点
で
写
真
を
撮
っ

て
も
、
二
次
元
的
な
理
解
し
か
で
き
ま

せ
ん
。
大
事
な
の
は
地
形
の
中
に
身
体

を
置
い
て
み
る
こ
と
。
実
際
に
歩
く
と
、

傾
斜
や
風
の
吹
き
方
な
ど
、
体
で
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
。
地
域
の
人
が
自
分
の

地
域
を
知
る
た
め
に
も
、
や
は
り『
歩

く
』
こ
と
を
勧
め
た
い
で
す
ね
」

　
こ
う
し
た「
場
所
と
の
対
話
」は
、隈

氏
が
仕
事
を
す
る
上
で
昔
か
ら
変
わ
ら

な
い
軸
の
よ
う
な
も
の
。
作
家
性
で
表

現
す
る
の
で
は
な
く
、
対
話
に
よ
っ
て

表
現
す
る
か
ら
こ
そ
、
場
所
が
変
わ
れ

ば
全
く
違
う
作
品
が
生
ま
れ
る
。

 

「
年
を
取
る
と
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
増
え
ま
す
が
、
対
話
は
遠

慮
な
く
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
年
を
取

る
こ
と
も
大
事
で
す
ね（
笑
）」

1954年神奈川県生まれ。1990年隈研吾建築都市設計事
務所設立。自然と技術と人間の新しい関係を切り開く建
築を提案し、現在も40を超える国々でプロジェクトを手掛
ける。近著に『日本の建築』（岩波新書）ほか。

もとは軍の格納庫だった施設がビジターセ
ンターに生まれ変わる
Butrint National Park Visitor Center 
(©Brick Visuals)
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ツ
ヤ
ツ
ヤ
肌
も
お
疲
れ
肌
も
、
あ
ま
ね
く
肌
に
輝
き
を

昔
な
が
ら
？ 

い
え
い
え
今
こ
そ
選
び
た
い
オ
イ
ル
の
魅
力

肌
に
ピ
ュ
ア
な
一
滴
♪

「
椿
油
」で
整
え
る

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
桜
島

取材協力

NPO法人 桜島ミュージアム  
〒891-1418  
鹿児島県鹿児島市
桜島小池町1327（事務所）
☎099-245-255２（椿事業部）  
https://sakurajimatsubaki.com/

お土産には、手の平にのるサ
イズの商品をチョイス。左か
らネイルオイル、リップクリー
ム、加熱・非加熱の2種の椿
油トライアルセット（各５ml）
※一部パッケージ変更予定

左／コールドプレス製法で搾油した桜島生搾り椿油100
％のピュアプレミアム。さらりとしていながら高い保湿力
を感じる　右／桜島こみかんの香りが爽やかな「桜島つ
ばきハンドクリーム」

10日以上天日干しして乾燥した種を一粒一粒手よ
りして搾油する。熱を加えず時間をかけて“生搾
り”したオイルは搾れる量が少ない希少品

鹿児島市

　お
話
を
お
聞
き
し
た
桜
島
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
方
の
肌
が
ツ
ヤ
ツ
ヤ
!?
と
感
じ

た
の
が
第
一
印
象
。
勧
め
ら
れ
て
手
の

甲
に
生
搾
り
椿
油
を
一
滴
垂
ら
し
た
後

の
し
っ
と
り
感
が
決
定
打
。
商
品
の
ラ

ボ
っ
ぽ
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
あ
い
ま
っ
て
、

桜
島
の
椿
油
、
な
か
な
か
や
る
な
と
思

っ
た
次
第
。
火
山
活
動
の
降
灰
で
農
作

物
が
被
害
を
受
け
て
い
た
桜
島
に
、
過

酷
な
環
境
の
中
で
も
育
つ
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

が
植
樹
さ
れ
始
め
た
の
は
約
40
年
前
。

現
在
は
た
く
さ
ん
の
椿
が
冬
か
ら
春
先

に
か
け
て
赤
い
花
を
咲
か
せ
、
秋
に
は

種
子
を
つ
け
る
。
種
子
は「
加
熱
」「
非

加
熱
」2
通
り
の
製
法
で
搾
油
さ
れ
、

高
温
圧
搾
法（
加
熱
）で
は
黄
金
色
で

も
っ
ち
り
と
し
た
、
コ
ー
ル
ド
プ
レ
ス

製
法（
非
加
熱
）で
は
淡
い
色
の
さ
ら

り
と
し
た
椿
油
が
作
ら
れ
る
。「
生
産

者
の
皆
さ
ん
が
、
地
面
に
落
ち
た
り
、

落
ち
る
寸
前
に
も
い
で
集
め
た
種
を
お

日
様
と
相
談
し
な
が
ら
天
日
干
し
す
る

ん
で
す
」と
お
聞
き
し
、
そ
れ
も
ま
た
、

ほ
の
ぼ
の
と
し
た“
昔
な
が
ら
”の
桜

島
の
風
物
詩
と
し
て
魅
力
を
感
じ
る
。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。

お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

じゃらんリサーチセンター

私たちの活動領域

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調
査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実
験し、具体的な手法や需要の開発にチャレンジしてい
ます

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、JRC（じゃ
らんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく広く世
の中に発信していきます

○調査・分析　   ○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発
信→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しな
がら、地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っ
ていきます

心
を
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す
、
日
本
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元
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に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
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ー
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援
情
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誌

2
0
2
3
年
6
月
号

vol.

心を動か
す、

日本を元
気にする

観光・レジ
ャーの

プロデュー
サー

応援情報
誌2023年

6月号

72

vol.

72

連載

＼先進事例に成功のヒントあり／

持続可能
な「DMO

経営」学

第3回

空き家再生による

観光まちづくり術

知りたかったあのキーワードを

詳しく解説

とーりま的ピックアップNEWS

月は東に
、日は西に

今号のテーマ

リスキリング

Nostalgic but Innovative

ちょっと
気になる

おみやげ
手帖

青森県

津軽こぎん

「次世代
旅館・ホ

テル経営
者育成プ

ログラム
」から

見えてき
た

経営者の
人生と事

業を

劇的に変
える

Beの
 リーダーシップ力

東京観光財団（TCVB）共同研究

「インバウンド旅行者を誘客促進するための

サステナブル・ツーリズム研究」より

サステナブル・

トラベラーを

呼び込むために

発信すべ
き7つの

こと

「LGBT等のセクシュアルマイノリティ

対応の研究」より

誰もが楽
しめる旅

に向けて

LGBTの旅の

困りごと
前編：調査編

リクルート

とーりまかし Vol.72

製版寸法  天地 286.0mm :  左右 426.0mm

表紙 4

表紙 1

責了
 B

C
M

Y
DIC159s

PANTONE
1375C

とーりまかし72_indCC2021.indd   すべてのページ

とーりまかし72_indCC2021.indd   すべてのページ

2023/05/18   11:09

2023/05/18   11:09
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か
す
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ャ
ー
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プ
ロ
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応
援
情
報
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2
0
2
3
年
9
月
号

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2023年9月号

73

vol.
73

連載

＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
第4回

「観光地」でなくとも人を呼べる！
研修プログラム開発

価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像
株式会社集英社　週刊ヤングジャンプ編集部　
編集主任  『ゴールデンカムイ』担当編集

大熊八甲
Nostalgic but Innovative

ちょっと気になるおみやげ手帖
佐賀県

丸ぼうろ

「じゃらん宿泊旅行調査2023」より

コロナでどうなった？

国内旅行の
ビフォー／アフター

「LGBT等のセクシュアルマイノリティ
対応の研究」より

誰もが楽しめる旅に向けて

LGBTの旅の
困りごと
後編：事例編

「インバウンド都道府県ポジショニング研究」より

地域ごとの特性や注目度を把握し、
マーケティング戦略の解像度を上げる！

戦略的自己分析の
ススメ

リクルート とーりまかし Vol.73

製版寸法  天地 286.0mm :  左右 426.0mm

表紙 4
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＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
第5回
自ら創れ！地域の起爆剤となる
食・買・泊の自主事業価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像写真家／会社員toshibo
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
山形県
ふうき豆

静岡大学共同研究「キャリア教育に余暇の過ごし方の
視点を取り込んだ教育プログラム開発」他旅は人生の「必修科目」？旅と教育

「帰る旅」プロジェクトレポート2023
旅人と地域の関係性を拡張せよ！
「帰る旅」がもたらす新たな旅の形とは
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「
数
」の
み
を
警
戒
す
る
の
で
は
な
く 

合
理
的
な
対
策
を
行
う
た
め
に

　コ
ロ
ナ
禍
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
解

除
さ
れ
、
訪
日
旅
行
も
ほ
ぼ
回
復
。
各
地

に
再
び
多
く
の
旅
行
者
が
戻
り
つ
つ
あ
る

中
、
政
府
か
ら
は「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
未
然
防
止
・
抑
制
に
向
け
た
対
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
前
に
一
部
で
起
こ
っ
て
い
た
よ
う
な

問
題
を
警
戒
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
旅
行
者
が
集
中
し
て
生
活

環
境
が
悪
化
す
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
。

と
は
い
え
、
対
症
療
法
的
な
施
策
で
は
根

本
的
解
決
に
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
、
必

要
以
上
の
警
戒
で
せ
っ
か
く
戻
り
つ
つ
あ

る
客
足
に
歯
止
め
を
か
け
て
し
ま
う
の
は
、

地
域
と
し
て
も
本
意
で
は
な
い
は
ず
だ
。

　適
正
な
対
処
の
た
め
に
は

ま
ず
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
問
題
の
本
質
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
。

　国
内
外
の
地
域
を
見
渡
す

と
、
旅
行
者
が
集
中
し
て
い
て
も
問
題
が

顕
在
化
し
て
い
な
い
地
域
も
存
在
す
る
。

つ
ま
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
単
純

な「
数
」
の
問
題
で
は
な
い
の
で
は
な
い

か
？
こ
う
し
た
着
眼
点
か
ら
じ
ゃ
ら
ん
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
で
は
、
日

本
有
数
の
観
光
地
、
浅
草
を
擁
す
る
台
東

区
を
対
象
と
し
た
研
究
を
実
施
。
本
記
事

で
は
、
研
究
を
通
じ
て
見
え
て
き
た「
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
」
に
つ
い
て

紹
介
し
、
望
ま
し
い
対
策
の
方
向
性
を
示

し
た
い
。
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　日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。
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し
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＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
第6回

「DMO経営」に求められること
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
建築家

隈研吾
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
鹿児島県

椿油

じゃらんリサーチセンター  ×
ブログウォッチャー共同研究
市場によって周遊ルートはどう違う？

地図で読み解く
インバウンド
地方分散研究
王道からおすすめ穴場温泉地まで
発表！ じゃらん人気温泉地
ランキング２０２４

選ばれる温泉地

オーバー
ツーリズムとの
向き合い方

住民の３つの「不」から考える

じゃらんリサーチセンター × 東京観光財団 × 台東区　
共同研究
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